


唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
弥
生
文
化
の
成
立
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
従
来
、
そ
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
稲
作
・

支
石
墓
・
大
陸
系
磨
製
石
器
・
紡
織
な
ど
の
中
国
大
陸
•
朝
鮮
半
島
を
故
地
と
す
る
外
来
の
文
化
要
素
の
抽
出
と
、
日
本
に
お
け
る
定
着

は

じ

め

に

は
じ
め
に

一
宇
木
汲
田
遺
跡
の
環
境

二
宇
木
汲
田
遺
跡
の
調
査
・
研
究
史

三
発
掘
調
査
の
目
的
・
方
法
と
経
緯

四
発
掘
調
査
の
概
要

①
基
本
層
位
と
検
出
遺
構

②
各
層
位
の
概
要

③
埋
葬
遺
構
と
士
壊

五
貝
塚
の
形
成
と
貝
層
の
構
造

お
わ
り
に

田

崎

博

之

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

- 1 -



時
期
の
追
求
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
近
年
の
福
岡
市
板
付
遺
跡
・
福
岡
県
―
一
丈
町
石
崎
曲
り
田
遺
跡
・
佐
賀
市
丸

山
遺
跡
・
唐
津
市
菜
畑
遺
跡
の
発
掘
成
果
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
縄
文
時
代
晩
期
後
半

S
末
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
山
ノ
寺
式
七
器
・
夜

臼
式
土
器
と
い
っ
た
刻
目
突
帯
文
土
器
の
段
階
に
、
す
で
に
大
陸
系
磨
製
石
器
・
木
製
農
耕
貝
か
揃
い
、
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
実
と
な
っ
た
。
ま
た
、
支
石
墓
も
、
該
期
よ
り
西
北
九
州
地
域
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
は
し
め
、
刻
目
突
帯
文
土
器
に
伴
う
丹
塗
り
磨

研
土
器
は
朝
鮮
半
島
の
無
文
士
器
の
強
い
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
弥
生
文
化
の
中
に
認
め
ら
れ

る
外
来
的
な
文
化
要
素
は
、
北
部
九
州
地
方
の
各
小
地
域
に
均
一
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
小
地
域
間
で
微
妙
な
ズ
レ
が

認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
本
格
的
な
弥
生
文
化
1
1

板
付
I
式
土
器
が
玄
海
灘
沿
岸
地
域
を
中
心
と
し
て
分
布
す
る
の
に
対
し
て
、
先
行
し

て
登
場
す
る
支
石
墓
の
分
布
は
わ
ず
か
に
西
に
ず
れ
て
い
る
。
外
来
的
な
文
化
要
素
を
受
容
す
る
際
に
生
じ
た
小
地
域
的
な
ズ
レ
は
、
縄

文
時
代
に
お
け
る
北
部
九
州
地
方
内
の
小
地
域
社
会
を
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
弥
生
文
化
の
成
立
前
後
の
よ
り
具
体
的
な
あ
り

方
を
把
握
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
北
部
九
州
地
方
内
の
小
地
域
間
に
み
ら
れ
る
文
化
発
展
の
ズ
レ
や
複
雑
な
交
流
の
実
態
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
調
査
・
研
究
を
基
礎
し
て
、
大
陸
文
化
の
影
響
と
縄
文
文
化
の
伝
統
が
ど
の
よ
う
に
か
ら
み
合
い
な
が

こ
の
よ
う
な
研
究
目
的
で
、
横
山
浩
一

（
九
州
大
学
文
学
部
附
属
研
究
施
設
）
を
研
究
代
表
者
と
し
て
、
一
九
八
四
＼
八
五
年
度
の
文
部
省

科
学
研
究
補
助
金
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
種
目
は
総
合
研
究
A
、
研
究
題
目
は
「
北
部
九
州
に
お
け
る
弥
生
文
化
の
成
立
」
で
あ

上
村
俊
雄
（
鹿
児
島
大
学
）
、
下
條
信
行
（
西
南
学
院
大
学
、
現
在
愛
媛
大
学
）
、
橋
口
達
也
（
福
岡
県
数
育
委
員
会
）
、
高
島
忠
平
（
佐
賀
県
教
育
委

員
会
）
、
島
津
義
昭
（
熊
本
県
教
育
委
員
会
）
、
高
倉
洋
彰
（
九
州
歴
史
資
料
館
）
、
山
崎
純
男
（
福
岡
市
教
育
委
員
会
）
、
小
田
富
士
雄
（
北
九
州
市

立
考
占
博
物
館
）
、
後
藤
疸
（
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
、
現
在
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
る
。
こ
の
総
合
研
究
の
一
環
と
し
て
、
当
該
期

の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
幾
つ
か
の
遺
跡
を
踏
査
し
、
佐
賀
市
丸
山
遺
跡
・
福
岡
市
野
田
目
遺
跡
で
試
掘
調
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査
を
行
い
、
発
掘
調
査
の
対
象
と
す
る
遺
跡
を
絞
り
込
み
、
一
九
八
四
年
九
月
二
十
二
日
に
分
担
研
究
者
の
連
絡
会
議
で
佐
賀
県
唐
津
市

に
所
在
す
る
宇
木
汲
田
遺
跡
の
貝
塚
を
発
掘
調
査
の
第
一
候
補
地
に
撰
定
し
た
。
唐
津
市
教
育
委
員
会
・
佐
賀
県
教
育
委
員
会
と
事
前
の

協
議
を
行
い
、
調
査
対
象
地
の
地
権
者
（
楢
田
益
男
・
楢
田
誠
・
堤
芳
秋
氏
）
に
は
調
査
の
快
諾
を
え
た
。
発
掘
調
査
は
、
横
山
を
統
括
者
、

田
崎
を
調
査
主
任
と
し
て
、
九
州
大
学
・
山
口
大
学
・
熊
本
大
学
・
鹿
児
島
大
学
の
考
古
学
研
究
室
の
学
生
・
大
学
院
生
を
中
心
と
し

花
粉
分
析
を
お
願
し
、
山
口
譲
二
氏
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
に
は
土
層
剥
ぎ
取
り
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
酒
井
龍

・
春
成
秀
爾
・
柳
田
康
雄
・
稲
富
裕
和
氏
等
の
多
く
の
方
々
の
来
援
を
え
た
。

宇
木
汲
田
遺
跡
の
環
境

宇
木
汲
田
遺
跡
は
佐
賀
県
唐
津
市
大
字
宇
木
字
汲
田
に
所
在
す
る
。
唐
津
市
周
辺
は
、
地
形
的
に
は
、
西
側
の
熔
岩
台
地
で
あ
る
上
場

台
地
、
東
側
の
背
振
山
地
の
西
縁
部
、
そ
し
て
松
浦
川
・
佐
志
川
・
玉
島
川
の
流
れ
る
平
野
部
の
一
二
地
形
区
に
大
別
さ
れ
る
。
上
場
台
地

の
縁
辺
部
や
新
し
く
開
析
さ
れ
た
谷
は
急
峻
な
斜
面
を
な
す
が
、
台
地
上
は
幅
が
広
く
浅
い
谷
が
枝
状
に
の
び
て
、
小
起
伏
の
あ
る
高
原

状
と
な
っ
て
い
る
。
背
振
山
地
の
西
縁
部
は
三

0
0＼
七

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
々
が
並
び
、
山
間
部
に
は
小
盆
地
が
点
在
す
る
。
平

野
部
は
扇
状
地
や
沖
積
低
地
と
、
そ
れ
を
と
り
囲
む
洪
積
台
地
や
低
丘
陵
か
ら
な
る
。
ま
た
、
松
浦
川
東
岸
の
鏡
山
西
麓
か
ら
南
西
方
向

の
原
・
中
原
・
徳
武
の
集
落
に
か
け
て
は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
ご
ろ
に
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
旧
砂
丘
列
が
の
び
る
。
松
浦

川
西
岸
の
現
在
の
唐
津
市
街
地
南
部
と
唐
津
市
民
グ
ラ
ン
ド
付
近
に
も
旧
砂
丘
列
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
旧
砂
丘
列
の
後
背
地
は
潟
と

な
り
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
は
、
次
第
に
後
背
湿
地
の
状
態
へ
移
行
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

こ
う
し
た
地
形
区
分
の
中
で
、
先
土
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
平
野
部
に
若
干
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
分
布
の
中
心
は
上

場
台
地
上
で
あ
る
。
縄
文
時
代
晩
期
、
と
く
に
黒
川
式
土
器

S
刻
目
突
帯
文
土
器
の
時
期
に
も
、
台
地
上
の
浅
い
谷
を
望
む
緩
か
な
斜
面

上
に
、
女
山
・
野
中
・
牟
田
辻
・
笹
ノ
尾
・
黒
龍
．
雨
溜
な
ど
の
遺
跡
が
営
ま
れ
る
。
女
山
遺
跡
（
第
1
図
2
)
で
は
住
居
跡
と
考
え
ら
れ

る
三
ケ
所
の
柱
穴
群
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
周
辺
か
ら
黒
川
式
土
器
の
黒
色
磨
研
浅
鉢
・
条
痕
土
器
・
組
織
痕
土
器
・
打
製
石
鏃
が
出
土
し

て
い
る
。
中
野
遺
跡
（
第
1
図
l
)
で
は
刻
目
突
帯
文
土
器
・
石
皿
・
磨
石
・
打
製
石
鏃
．
柱
状
片
刃
石
斧
な
ど
と
と
も
に
、
柳
葉
形
の
磨

製
石
鏃
．
扁
平
片
刃
石
斧
の
大
陸
系
磨
製
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
他
の
遺
跡
で
も
黒
川
式
土
器
・
刻
目
突
帯
文
土
器
・
打
製
石
鏃
・
打

製
石
斧
な
ど
が
採
集
・
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
い
ず
れ
も
小
規
模
な
遺
跡
で
あ
り
、
長
崎
県
島
原
半
島
の
山
ノ
寺
・
礫
石

原
遺
跡
や
熊
本
県
下
益
城
郡
松
橋
町
の
東
谷
・
当
尾
遺
跡
な
ど
の
同
時
期
の
遺
跡
と
、
立
地
・
遺
物
の
あ
り
方
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。

て
い
る
。
平
野
部
に
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
菜
畑
遺
跡
・
柏
崎
田
島
遺
跡
・
鶴
崎
・
森
ノ
下
遺
跡
な
ど
が
営
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
旧
砂

丘
列
の
後
背
の
潟
・
湿
地
あ
る
い
は
沖
積
低
地
を
望
む
洪
積
台
地
の
縁
辺
部
付
近
に
営
ま
れ
て
い
る
。
や
や
内
陸
部
の
北
波
多
村
に
も
、

徳
須
恵
川
が
つ
く
る
沖
積
低
地
を
望
む
低
丘
陵
上
や
自
然
提
防
状
の
微
高
地
に
、
座
主
・
馬
場
川
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
刻
目
突
帯
文
土
器

か
ら
弥
生
時
代
前
期
ご
ろ
の
支
石
墓
・
甕
棺
墓
な
ど
の
墓
地
も
、
玉
島
川
流
域
の
五
反
田
遺
跡
、
宇
木
・
半
田
川
流
域
の
矢
作
・
岸
高
・

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
現
在
、
唐
津
市
で
一
七
一
、
浜
玉
町
で
二
十
五
、
七
山
村
で
一
、
北
波
多
村
で
二
十
四
、
厳
木
村
で
二
十
四
、

相
知
町
で
四
十
四
ケ
所
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
上
場
台
地
や
背
振
山
地
に
分
布
す
る
遺
跡
は
、
立
地
・
規
模
な
ど
縄
文
時

代
晩
期
と
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
野
部
の
遺
跡
は
、
刻
目
突
帯
文
土
器
の
段
階
に
あ
ら
わ
れ
た
遺
跡
を
核
と
し
て
、

各
河
川
が
つ
く
る
沖
積
低
地
ご
と
に
ま
と
ま
り
を
み
せ
る
。
青
銅
器
・
鏡
の
分
布
も
、
そ
れ
を
―
つ
の
単
位
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

宇
木
汲
田
遺
跡
の
位
岡
す
る
宇
木
・
半
田
川
流
域
で
は
、
前
述
し
た
鏡
山
西
麓
か
ら
南
西
方
向
へ
の
び
る
旧
砂
丘
列
の
後
背
の
潟
・
湿
地
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宇
木
汲
田
遺
跡
の
西
側
の
標
高
二
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
と
の
丘
陵
上
に
は
、
刻
目
突
帯
文
上
器
の
段
階
か
ら
弥
生
時
代
前
期
の
支
石
墓
・
甕
棺
墓
が
営
ま
れ
た
瀬
戸

ロ
・
森
田
支
石
墓
か
あ
る
。
洪
積
台
地
上
に
も
弥
生
時
代
前
期
未
＼
後
期
の
甕
棺
墓
・
木
棺
禁
・
士
壊
墓
が
、
南
北
に
長
い

帯
状
の
範
囲
に
数
地
点
に
わ
か
れ
て
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
五
七
・
一
九
六
五
ー
六
六
年
調
査
地
点
の
甕
棺
墓

―
-
＿
九
維
の
甕
棺
慕
が
調
査
さ
れ
、
細
形
銅
剣
ト
・
細
形
銅
又
―
一
・
中
細
銅
矛
五
・
多
紐
細
文
鏡
～
・
勾
土
・
管

群
で
は
、

回
調
査
を
行
っ
た
貝
塚
は
、

ま
た
、 一
九
七
―
―
-
＼
七
八
年
の
圃
場
整
備
に
と
も

を
と
り
囲
む
よ
う
に
遺
跡
が
営
ま
れ
、
A
ー
F
群
の
六
つ
の
遺
跡
群
に
分
け
ら
れ
る
。

A
群
|
ー
ー
鏡
山
西
麓
の
旧
砂
丘
列
上
に
営
ま
れ
た
山
添
遺
跡
（
第
1
図
4
)
に
代
表
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
甕
棺
堆
・
住

居
跡
か
発
見
さ
れ
て
い
る
C

B
群
松
浦
川
東
岸
の
旧
砂
丘
列
の
南
半
部
に
あ
た
り
、

中
原
遺
跡
（
第
1
図
5
)

見
・
調
査
さ
れ
、
七
号
甕
棺
墓
に
は
鉄
矛
・
鉄
文
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

c群
ー
ー
こ
の
地
区
で
は
弥
生
時
代
に
は
遺
跡
群
の
か
な
り
近
く
ま
で
潟
・
湿
地
か
せ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
谷
を
か
こ
む
丘
陵

縁
辺
を
中
心
と
し
て
遺
跡
か
営
ま
れ
て
い
る
。
柏
崎
石
倉
貝
塚
・
柏
崎
田
島
遺
跡
・
大
深
川
遺
跡
な
と
で
刻
目
突
摺
文

t
器

が
出
土
し
、
割
石
遺
跡
で
は
六
基
の
支
石
墓
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刻
目
突
帯
文
士
器
の
段
階
以
降
の
貝
塚
が
他
の

遺
跡
群
と
く
ら
べ
て
多
い
こ
と
は
、
立
地
を
含
め
て
C
群
の
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
柏
崎
石
倉
遺
跡
（
第
1
図
6
)
で
は
中
細

銅
矛
2
・
触
角
式
有
柄
銅
剣
ー
・
勾
玉
が
、
大
深
田
遺
跡
で
は
広
形
銅

f
の
鋳
型
が
、
柏
崎
田
島
遺
跡
で
は
前
漢
鏡
が
出

t

し
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
甕
棺
墓
・
土
壊
墓
・
竪
穴
式
住
居
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

D
群

lf木汲
田
遺
跡
（
第
1
図
8
)
を
中
心
と
し
て
宇
木
川
東
岸
、
夕
日
山
の
西
麓
の
低
丘
陵
と
洪
積
台
地
上
に
営
ま
れ
て
い
る
っ

c群
と
は
長
崎
山
付
近
に
二
又
状
に
は
い
る
谷
で
分
け
ら
れ
る
か
、
こ
の
谷
は
、

な
う
事
前
調
査
で
原
さ
五
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
尼
炭
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
相
当
深
い
谷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
C

今

こ
の
谷
部
の
開
口
部
近
く
に
営
ま
れ
て
い
る
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

で
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
甕
柁
墓
が
発

-6-



唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

な
ど
を
中
心
と
し
て
、

玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
墓
群
に
は
、
柑
津
市
周
辺
地
域
で
も
、
と
く
に
青
銅
器
が
集
中
し
て
い
る
。

E
群
ー
|
宇
木
川
と
半
田
川
に
挟
ま
れ
た
洪
積
台
地
上
に
営
ま
れ
た
遺
跡
群
で
あ
る
。
鶴
崎
（
第
1
図
9
)
・
東
宇
木
を
中
心
と
す
る
西

側
の
遺
跡
群
と
、
菜
山
尻
（
第
1
図
10)
・
岸
高
を
中
心
と
す
る
東
側
の
遺
跡
群
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
北
に
の
び
る
洪

高
・
萬
麓
遺
跡
で
は
、
刻
目
突
帯
文
土
器
の
段
階
か
ら
弥
生
時
代
中
期
に
か
け
て
の
支
石
墓
・
甕
棺
墓
が
調
査
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
鶴
崎
遺
跡
か
ら
は
有
柄
式
銅
剣
一
・
細
形
銅
文
一
が
出
土
し
て
い
る
。

の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
本
格
的
な
開
発
は
十
七
世
紀
以
降
で
あ
る
。
矢
作
遺
跡
（
第
1
図
11)
で
は
支
石
墓
、

鶏
ノ
尾
遺
跡
で
は
弥
生
時
代
前
期
末
＼
中
期
の
甕
棺
墓
群
が
調
査
さ
れ
、
鉄
剣
形
石
剣
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
河
内
遺

こ
の
よ
う
に
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
は
上
場
台
地
上
や
背
振
山
地
内
の
谷
地
を
望
む
緩
斜
面
上
に
営
ま
れ
る
小
規
模
な
遺
跡

群
と
、
平
野
部
の
低
丘
陵
や
洪
積
台
地
上
に
営
ま
れ
た
遺
跡
群
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
の
遺
跡
群
は
各
河
川
の
つ
く
る
沖
積
低
地

い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
遺
跡
群
は
、
規
模
・
立
地
・
出
上
遺
物
な
ど
の
点
で

対
筵
的
て
さ
え
あ
り
、
そ
の
生
業
基
盤
の
差
違
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

宇
木
汲
田
遺
跡
の
調
査
・
研
究
史

宇
木
汲
田
遺
跡
は
、
一
九
三

0
年
の
宇
木
地
区
の
耕
地
整
理
工
事
中
に
甕
棺
墓
・
貝
塚
が
発
見
さ
れ
、
現
在
の
大
字
宇
木
字
汲
田
三
六

―-．七
I

一
番
地
南
西
部
付
近
で
発
見
さ
れ
た
甕
棺
か
ら
細
形
銅
剣
・
細
形
銅
矛
．
勾
玉
・
管
玉
か
出
土
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
松
浦
史
談
会
に
よ
っ
て
、
貝
塚
の
調
査
が
一
九
三

0
年
と
一
九
―
二
八
年
の
計
―
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
弥
牛
士
器
破
片
．

- 7 -
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に
お
け
る
一
九
八
四
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度
の
発
掘
調
査
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されたPocketl-7, 1-10は第 1表の調査地点No．と一致する
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甕棺地区

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る

一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

8.00" 

7.50~ 
黒褐色帖質土層

（甕棺墓が掘り込
まれている。 ） 

6.50• 

6.00. 

Pocket 3 Pocket 4 

t 7 

黄灰色破質土層
(1984年調査のII層）

青灰色粘質土層

灰色砂層
黒褐色粘質．七層
(1984年調査のDI層）
灰色砂層

灰青色帖質土層

(1984年調査のn層）
5.50■ 

5.00• 

第4図

¥「―---

宇木汲田遺跡周辺の柱状土層図(1966年作成）

た
日
仏
合
同
調
査
の
対
象
と
し
て
唐
津
市
周
辺
の
遺
跡
が
え
ら
ば
れ
、
宇

木
汲
田
遺
跡
で
も
、

一
九
五
七
年
の
調
査
地
点
の
北
側
と
東
側
に
ひ
ろ
か

る
甕
棺
群
が
調
査
さ
れ
た
。
甕
棺
墓
七
十
四
基
・
土
壊
募
三
基
か
検
出
さ

し
た
。

一
九
六
五
＼
六
六
年
に
は
、

パ
リ
大
学
と
九
州
大
学
を
中
心
と
し

て
現
在
の
三
六
三
七
ー

一
番
地
付
近
に
ひ
ろ
が
る
甕
棺
墓
群
が
調
査
さ
れ

た
。
甕
棺
墓
五
十
五
墓
が
検
出
さ
れ
、
多
紐
細
文
鏡

・
細
形
銅
剣
・
中
細

銅
矛

・
細
形
銅
文

・
銅
釧
・
勾
玉

・
管
玉
な
ど
の
多
く
の
副
葬
品
が
出
土

し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
七
年
に
は
、
東
亜
考
古
学
会
に
よ
っ

景
観
が
大
き
く
変
わ
り
、
貝
塚
の
正
確
な
所
在
は
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て

跡
と
な
ら
ん
で
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、
耕
地
整
理
が
お
わ
っ
て
周
辺
の

じ
め
た
弥
生
文
化
の
起
源
を
さ
ぐ
る
研
究
の
中
で
、
夜
臼
遺
跡
・
板
付
遺
一
九

を
施
し
、

そ
れ
よ
り

一
寸
二
分
下
方
に
不
規
則
な
切
目
紋
を
有
す
る
」
ト

一
寸
八
分
下
方
に
同
様
な
帯
を
饒
し
た
」
土
器
・

「
口
縁
外
側
に
切
目
紋

「
口
縁
部
外
側
に
縄
紋
墜
痕
帯
を
饒
し
、

そ
れ
よ
り
約

籾
圧
痕
を
も
つ
底
部
破
片
・
石
斧
・
片
刃
石
斧

・
石
剣
・
石
庖
丁
や
、
多

く
の
自
然
遺
物
か
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

「表
面
を
隆
起
し
て
切
目
を

有
す
る
」
土
器

・

器
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
夜
臼
式
土
器
あ
る
い
は
山
ノ
寺

式
土
器
と
呼
ば
れ
る
刻
目
突
帯
文
土
器
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

四
五
年
以
降
、
森
貞
次
郎

・
岡
崎
敬
氏
を
中
心
と
し
て
活
発
に
行
わ
れ
は
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九
六
六
年
の
調
査
で
は
、

認
の
た
め
の
試
掘
調
査
を
行
い
、

れ
、
細
形
銅
剣
・
細
形
銅
父
・
中
細
銅
矛
・
銅
釧
．
勾
玉
・
管
玉
・
ガ
ラ
ス
小
玉
な
ど
か
出
土
し
て

こ
の
日
仏
合
同
調
査
の
際
、
た
ま
た
ま
耕
作
者
か
ら
貝
殻
が
出
士
す
る
話
か
聞
き
込
ま
れ
、

三
八
年
以
降
所
在
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
貝
塚
を
再
確
認
し
て
、

つ
い
で
一
九
六
六
年
に
は
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

一
九
六
五
年
の
試
掘
ト
レ
ン
チ
を
規
準
と
し
て
、
調
査
範
囲
に
ニ
メ
ー
ト

ル
方
眼
を
組
み
、
各
区
画
を
西
か
ら
東
ヘ
ー
・

2
.
3…

・:13
区
、
北
か
ら
南
へ

A
.
B
.
C…
…

k
区
と
し
た
。
層
位
的
に
は
、
耕
作
土
層
下
は
弥
生
時
代
中
期
の
土
器
を
主
に
包
含
す
る
黒
色
土
層

で、

E
¥
H
I
3
S
5区
と

H
.
I
|
6区、

G
ー

7
S
l
o区
で
二
枚
の
貝
層
が
あ
ら
わ
れ
、

ド
層
は
黒
褐
色
土
層
と
な
る
。
ま
た
、

G
¥
K
I
6区
と

1
1
5区
に
は
貝
層
は
み
ら
れ
ず
、
黒
色

士
層
か
ら
黒
褐
色
土
層
へ
と
う
つ
っ
て
い
く
。
黒
褐
色
士
層
の
下
は
青
灰
色
粘
土
の
無
遺
物
層
で
あ

る
。
調
査
は

E
¥
H
I
3
¥
5区
の
貝
層
に
主
眼
が
お
か
れ
、
貝
層
の
上
面
を
露
出
さ
せ
た
後
に
、

傾
斜
に
あ
わ
せ
て
、
貝
層
を
五
セ
ン
チ
ご
と
に
人
為
的
に
層
を
区
分
し
て
掘
り
す
す
む
分
層
発
掘
法

か
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
貝
層
の
上
半
部
で
は
板
付
I
.
I
I
式
土
器
と
「
夜
臼
式
土
器
」
が
混

在
し
、
貝
層
下
部
と
黒
褐
色
土
層
上
半
部
で
は
板
付
I
式
土
器
と
「
夜
臼
式
土
器
」
が
共
伴
し
、
黒

褐
色
土
層
下
半
部
で
は
「
夜
臼
式
土
器
」
の
み
か
出
土
し
た
。

G
I
7
¥
1
0区
の
貝
層
で
は
、

上
層
か
ら
の
混
人
と
考
え
ら
れ
る
中
期
土
器
片
一
か
含
ま
れ
る
も
の
の
、
他
は
す
べ
て
「
夜
臼
式
土

器
」
で
あ
り
、

G
1
1
0区
の
貝
層
末
端
付
近
で
イ
ノ
シ
シ
の
頭
骨
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
側
頑
寓
と
左

眼
高
内
か
ら
二
粒
の
炭
化
米
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

Iー

6
区
の
黒
褐
色
土
層
を
部
分
的
に
掘
り
下

い
る
。

唐
沖
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

一
部

そ
の

一
九
六
五
年
に
は
範
囲
確 九
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唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

一
九
七
―
―
-
＼
七
八
年
に
は
圃
場
整
備
事
業
に
と
も
な
う
予
備
調
責
か
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
現
在
の

三
六
三
七
ー
一
番
地
付
近
で
石
斧
・
石
庖
丁
・
紡
錘
車
と
と
も
に
板
付
II
式
土
器
か
ら
中
期
の
土
器
が
出
上
し
、
多
数
の
ピ
ッ
ト
群
が
検

出
さ
れ
、
住
居
跡
の

PJ能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
木
汲
田
遺
跡
の
南
側
、
森
田
支
石
墓
が
営
ま
れ
た
丘
陵
の
東
側
裾
部
て
六

基
の
弥
生
時
代
中
期
の
甕
棺
墓
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
点
は
、
一
九
―
―

-0年
の
耕
地
整
理
の
際
に
、
銅
剣
・
銅
矛
な
ど
を
出
土
し

た
甕
棺
の
南
側
百
間
（
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
に
確
認
さ
れ
た
甕
棺
群
で
あ
ろ
う
。
一
几
八
―
―
↓
年
に
は
、
唐
律
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
宇

一
九
五
七
・
一
九
六
五
＼
六
六
年
の
調
査
地
区
の
北
側
の
三
六
＿
―
-
七
ー
一
番
地
の
東
半
部

た
所
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
溝
・
土
壊
・
溝
が
み
ら
れ
、
石
製
把
頭
飾
・
鋼
鐸
の
舌
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
汲
田
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、

れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
。

げ
た
と
こ
ろ
、
「
山
ノ
寺
式
精
製
深
鉢
片
」
が
出
土
し
た
。
当
時
、
板
付
遺
跡
の
発
掘
調
伍
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
板
付
I
式
土
器
と

「
夜
臼
式
土
器
」
の
共
伴
期
の
弥
生
時
代
的
あ
り
方
と
、
弥
生
土
器
を
伴
わ
な
い
「
夜
臼
式
士
器
」
単
純
期
と
の
文
化
要
素
を
比
較
し
た
上

向
の
な
か
で
行
わ
れ
た
が
、
板
付
I
式
土
器
が
主
に
分
布
す
る
地
域
か
ら
か
な
り
離
れ
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
板
付
遺
跡
な
ど
が
位

麗
す
る
玄
海
灘
沿
岸
地
域
で
の
「
夜
臼
式
土
器
」
単
純
層
の
検
出
が
望
ま
れ
て
い
た
。
一
九
六
六
年
の
宇
木
汲
田
遺
跡
の
貝
塚
の
調
伍
は

「
夜
臼
式
士
器
」
単
純
層
の
存
在
の
確
認
と
炭
化
米
の
出
土
に
よ
り
該
期
に
す
で
に
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
実
に
し
た
意
味
で

重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
発
揺
調
査
の
時
間
的
制
約
の
た
め
に
、
「
夜
臼
式
士
器
単
純
層
」
と
さ
れ
る
包
含
層
・
貝
層
の
確
認
は
部
分
的

な
も
の
で
あ
り
、
生
産
用
貝
の
石
器
な
ど
の
出
土
も
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
説
得
力
は
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
五
セ
ン

チ
ご
と
に
人
為
的
に
分
層
を
行
う
と
い
う
発
掘
方
法
に
対
し
て
も
、
肉
眼
で
識
別
で
き
る
層
序
と
く
ら
べ
遺
物
の
混
乱
が
あ
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
見
解
か
ら
、
板
付
I
式
上
器
と
「
夜
臼
式
士
器
」
の
共
伴
層
ー
「
夜
臼
式
士
器
」
単
純
層
と
い
う
層
序
関
係
に
疑
問
が
は
さ
ま
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再
確
認
し
、
面
的
な
ひ
ろ
が
り
を
つ
か
み
、
宇
木
汲
田
遺
跡
で
の
該
期
の
文
化
様
相
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
菜
畑
・

女
山
・
中
野
遺
跡
な
ど
の
固
辺
の
同
時
期
の
遺
跡
の
調
査
成
果
と
比
較
・
検
討
を
行
い
、
唐
津
市
周
辺
地
域
で
の
弥
生
文
化
の
成
立
過
程

を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
。
貝
塚
を
調
杏
対
象
と
し
た
の
は
、
土
器
・
石
器
の
検
討
を
行
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
豊
富
に

得
ら
れ
る
食
料
残
滓
物
に
よ
っ
て
生
業
基
盤
の
検
討
も
行
う
た
め
で
あ
る
。
貝
塚
は
、
何
枚
も
の
薄
い
純
貝
層
・
混
上
貝
層
・
灰
層
・
焼

上
層
が
互
層
状
に
堆
積
し
、
こ
れ
ら
の
各
層
は
一
種
の
廃
棄
を
あ
ら
わ
す
堆
積
の
単
位
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
堆
積
の
最
小
単
位
（
以
下
、

「
堆
積
単
位
」
と
呼
ぶ
。
）
を
把
握
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
構
造
で
貝
塚
を
構
成
し
て
い
る
の
か
（
上
溌
渠
の
構
造
）
を
検
討
し
、
そ
こ
に

反
映
さ
れ
る
生
業
に
か
か
わ
る
人
間
の
諸
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

あ
る
い
は
同
じ
頑
斜
で
堆
積
が
す
す
む
と
い
う
保
証
は
な
く
、
凹
凸
の
あ
る
地
形
に
堆
積
が
す
す
ん
だ
場
合
に
は
、

こ
の
場
合
、
発
掘
調
杏
の
方
法
に
は
、
一
九
六
六
年
の
凋
査
で
採
用
さ
れ
た
五
セ
ン
チ
ご
と
に
人
為
的
に
層
を
区
分
す
る
よ
う
な
分
層

発
掘
方
法
と
、
肉
眼
で
識
別
で
き
る
層
序
ご
と
に
発
掘
を
す
す
め
る
方
法
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
の
方
法
の
前
提
で
あ
る
常
に
水
平
＇

一
枚
の
層
位
中
に
時

期
の
異
な
る
遺
物
が
混
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
一
九
六
六
年
の
調
査
の
層
位
関
係
の
弱
さ
が
あ
る
。
後

者
の
発
掘
方
法
は
、
分
層
を
行
う
調
査
者
の
経
験
度
が
、
そ
の
結
果
を
大
き
く
左
右
し
、
客
観
性
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、

貝
塚
調
査
の
場
合
、
貝
層
の
堆
積
状
況
・
貝
の
種
類
・
み
か
け
の
構
成
比
・
挟
雑
物
の
混
り
具
合
に
よ
っ
て
、
分
層
作
業
は
比
較
的
容
易

今
回
の
宇
木
汲
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
目
的
は
、

以
上
の
調
杏
に
よ
っ
て
、
宇
木
汲
田
遺
跡
の
大
雑
把
な
範
囲
・
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
弥
生
時
代
の
成

で
あ
っ
た
。

発
掘
調
査
の
目
的
・
方
法
と
経
違

一
九
六
六
年
の
発
掘
調
査
以
後
、
前
述
し
た
よ
う
な
問
題
を
残
し
た
ま
ま

一
九
六
六
年
の
調
査
で
部
分
的
に
検
出
さ
れ
た
と
い
う
「
夜
臼
式
土
器
単
純
層
」
を

立
期
前
後
の
問
題
を
解
く
鍵
の
一
っ
で
あ
る
貝
塚
の
調
査
は
、

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
杏
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唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

で
あ
る
。
堆
積

(11
廃
棄
）
が
す
す
む
中
に
み
ら
れ
る
一
定
時
間
幅
内
の
生
活
面
を
面
的
に
把
握
も
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
今
回
の
発
掘
調

査
で
は
肉
眼
観
察
に
も
と
づ
く
詳
細
な
分
層
発
掘
を
試
み
た
。
記
録
の
方
法
と
し
て
は
、
一
九
六
六
年
と
一
致
す
る
ニ
メ
ー
ト
ル
方
眼
を

組
み
、
さ
ら
に
北
東
|
北
西
ー
南
東
|
南
西
の
一
辺
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
小
区
に
分
け
、
発
掘
進
行
方
向
に
む
か
っ
て
各
々

a
.
b
.

C
.
d
と
呼
び
、
小
区
に
あ
ら
わ
れ
る
堆
積
単
位
ご
と
に
、
第
6
図
の
よ
う
な
記
録
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
層
番
号
に
つ
い
て
は
、

各
小
区
ご
と
に
最
上
層
か
ら
順
次
番
号
を
付
し
、
調
査
終
了
後
全
調
査
区
に
わ
た
る
層
番
号
に
ふ
り
か
え
た
。

ま
ず
、
一
九
七
三
＼
七
八
年
の
圃
場
整
備
事
業
に
よ
っ
て
位
置
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
た
貝
塚
の
大
雑
把
な
位
置
を
、
圃
場
整
備
施
工

図
を
も
と
に
推
定
し
、
試
掘
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
六
年
調
査
区
の
G
|
6
¥
1
0
区
部
分
を
確

認
し
、
そ
れ
を
も
と
に
G
|
4
¥
1
1
区
、
H
|
5
.
6
区
の
既
掘
部
分
を
再
発
掘
し
た
。
一
九
六
六
年
調
査
時
の
発
掘
中
止
面
を
把
握
す

で
L
字
形
に
、
無
遺
物
層
で
あ
る
青
灰
色
粘
質
土
（
今
回
調
査
の
XD
層
に
対
応
す
る
）
ま
で
掘
り
下
げ
て
調
査
が
中
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
G
|
6
区
の
西
北
隅
と
G
|
5
S
l
l
区
の
北
壁
ラ
イ
ン
を
基
準
と
し
て
、
一
九
六
六
年
の
調
査
時
と
同
じ
方
向
で
ニ
メ
ー
ト
ル

の
方
眼
を
組
ん
だ
。
し
か
し
、
ト
レ
ン
チ
の
壁
の
残
り
が
わ
る
＜
、
数
セ
ン
チ
の
誤
差
を
生
じ
た
。
G
|
5
S
1
1
区
、
H
|
5
.
6
区
の

未
掘
部
分
を
掘
り
下
げ
、
G
|
5
S
l
l
区
の
南
北
両
壁
と
、
G
.
H
|
6
区
東
壁
、
H
|
5
.
6
区
南
壁
の
土
層
断
面
を
観
察
し
た
。
大

き
く
数
枚
の
貝
層
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
は
さ
ら
に
薄
い
堆
積
層
が
み
ら
れ
、
一
応
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
の
小
文
字
を
付
し
て
細
分
を
行
い
、

士
層
断
面
図
を
作
成
し
た
。
G
|
5
S
7
区
北
壁
に
は
攪
乱
・
再
堆
積
を
示
す
部
分
、
G
|
9
.
1
0
区
南
壁
に
は
排
水
用
暗
渠
が
重
複
し

た
部
分
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
貝
層
調
査
の
主
眼
を
G
.
H
ー
7
S
9
区
と
F
|
8
区
に
お
く
こ
と
と
し
て
、
土
層
断
面
を
み
な
が
ら
平

面
的
に
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
肉
眼
で
識
別
で
き
る
最
も
小
さ
い
堆
積
単
位
は
厚
一
セ
ン
チ
以
下
の
薄
い
も
の
が
多
く
、
断
面

で
観
察
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
あ
り
、
そ
の
都
度
土
層
断
面
に
修
正
を
加
え
た
。
ま
た
、
各
堆
積
単
位
は
同
一
調
査
面
に
数
枚
同
時
に
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
排
土
を
ち
ら
す
こ
と
な
く
常
に
新
鮮
な
層
面
を
露
出
さ
せ
て
、
堆
積
単
位
の
特
徴
・
上
下
関
係
の
把
握
に
つ
と
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□]［ ゜最上層を第 1層とし．以下、 ll・lll・IVIIIとつ

づける

,．柁
＇ 

国

。進行方向より

奥咄セク ション(S-I/ 

10)（東内・南・北牡かを

，記入）

，進行方向よ り
右堕セクション(S-I/ 

記人）

□ /  
9
I
 

I。肉眼観察による。 1 

，肩ごとの・I'面図
。各層の層番号

のいくつかの点のレペル

• :U-t遺物は点でおとし、
レペルをとる（凡例参照）

。器形の判明するものは、

その名称を記入

・遺物が二層にわたる場合、

。その蚊高点 と蚊低点のレ

ペルをと＇） 遺物カー ドに

庄，記する n

第6図 1984年度調在記録カードの記入マニュアル
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め
た
。

Gー

5
S
7
区
北
壁
に
み
ら
れ
た
攪
乱
壊
に
つ
い
て
は
、

F
ー

H
I
6ー
11区
の
全
面
を
貝
層
上
面
近
く
ま
で
掘
り
下
げ
、
平
面

的
に
も
確
認
し
た
。

F
1
6
.
7
区
の
攪
乱
壊
を
掘
り
下
げ
、
未
掘
部
分
を
調
査
し
、

貝
層
、
貝
層
ド
の
黒
褐
色
土
層
と
の
層
序
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
ま
た
、
貝
層
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
に

B
S
E

|

6
区
西
側
一
メ
ー
ト
ル
輻
て
掘
り
下
げ
、

B
S
E
|
8区
に
も
発
掘
壊
を
設
け
た
。

J
.
K
|
6
区
は
一
九
六
六
年
の
調
査
て
は
、
ほ

と
ん
ど
未
調
査
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
耕
作
土
下
の
黒
色
土
・
黒
褐
色
士
層
か
ら
多
く
の
刻
目
突
帯
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
た
め
に
、

J
.
k
|
5
S
8
区
に
調
査
範
囲
を
拡
張
し
て
今
回
の
調
沓
の
も
う
―
つ
の
主
眼
と
し
た
。
こ
の
黒
褐
色
土
層
と
貝
層
と
の
関
係
は
、

I

1

6
区
で
つ
か
む
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
遺
構
の
南
側
へ
の
ひ
ろ
か
り
を
確
認
す
る
た
め
に
、

づ
き
、

L
¥
Q区
を
延
長
し
て
、

M
|
6
区
に
一

X
ニ
メ
ー
ト
ル
、

0
¥
Q
|
6区
に
二
X
四
メ
ー
ト
ル
の
発
掘
壊
を
設
定
し
た
。

発
掘
調
査
の
概
要

①
基
本
層
位
と
検
出
遺
構

作
土
層
と
床
土
層
で
あ
る
。

II
層
は
賠
オ
リ
ー
プ
褐
色
＼
オ
リ
ー
ブ
色
の
砂
層
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
基
本
的
な
層
位
は

I
¥
X
I
I
層
の
十
二
枚
で
、
第
8
図
に
示
し
た
層
序
関
係
に
あ
る
。

I
層
は
現
在
の
水
田
耕

m層
は
黒
色
ー
黒
褐
色
土
層
で
、
鉄
・
マ
ン
ガ

ン
の
沈
着
し
た
褐
色
の
管
状
あ
る
い
は
斑
紋
状
の
か
た
ま
り
が
観
察
さ
れ
る
。

IV
層
は
泥
炭
状
の
土
層
で
、

付
l
式
＋
器
の
併
存
期
の
遺
物
包
含
層
で
あ
る
。

純
層
で
あ
る
。

ヨ
シ
・
ア
シ
な
ど
が
折
り
重

な
っ
た
状
況
で
検
出
さ
れ
た
。
＞
層
は

M
|
6
区
の
み
に
み
ら
れ
る
黒
褐
色
な
い
し
オ
リ
ー
プ
黒
色
の
弥
生
時
代
前
期
の
遺
物
包
含
層
で

あ
る
。

VI
層
は
昭
和
41年
に
調
査
の
主
眼
と
さ
れ
た
貝
層
で
あ
る
。

VI
層
は
オ
リ
ー
プ
黒
色
の
砂
質
シ
ル
ト
層
で
刻
目
突
帯
文
土
器
と
板

渭
層
は
黒
褐
色
の
粘
質
、
ソ
ル
ト
層
で
、
以
下
I
X
¥
X
I
層
と
と
も
に
刻
目
突
帯
文
土
器
単

I
|
5
.
6
区
付
近
で
そ
れ
を
挟
む
上
下
二
枚
の
貝
層
部
分
か
ら
な

IX
層
と

X
層
は
一
枚
の
黒
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
層
と
、

四

唐
津
巾
{
+
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
伍

一
九
六
六
年
の
調
査
区
の
南
側
に
ひ
き
つ

一
九
六
六
年
に
調
査
さ
れ
た
貝
層
と
今
回
調
査
の
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唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

1

2

3

 

現水田耕作土

現水田床土
1973-74の圃場略傭以前の床土層

II オリープ色の氾濫砂層

＂ 
1近世の水田層
2近世の水田開田時の幣地層

VI 

I 
2 泥炭層

: } 

VI 1966年調査・弥生時代前期の貝層
M-6区のみに見られる

弥生時代前期の遺物包含層

IX 

x
 

i|J11 調査区全面にひろがる帖質／ルトの無遺物層

a刻 目突帯文土器単純期の下部貝層

b刻 目突帯文土群単純期の遺物包含層

XI IX・ X層下にひろがる黒褐色の刻目突帯文土器単純期の遺物包含層

第8図 1984年調査の基本層位の関係図

状
況
か
ら
も
同
様
な
見
方
が
で
き
る
。
こ

こ
で
は
、
上
部
の
貝
層
を
広
層
、
黒
褐
色

粘
質
シ
ル
ト
上
層
を
IXI
層
と
し
、
下
部
の

貝
層
を
、
層
、
黒
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
下
層

b
 

を

x層
と
し
た
。
X
I
層
は
黒
褐
色
の
砂
質

シ
ル
ト
層
で
、
遺
物
を
少
量
包
含
し
て
い

る。

xn層
は
粘
性
の
強
い
粘
質
シ
ル
ト
の

無
遺
物
層
で
あ
る
。

II
層
お
よ
び

m層
上
面
で
後
世
の
攪
乱

墳、

JXl
層
上
面
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
土
壌

を
数
ケ
所
で
検
出
し
た
。
ま
た
、

C
|
8

区
で
貝
層
の
範
囲
を
確
認
中
に
甕
棺
墓
と

土
壌
墓
を
各
一
基
検
出
し
、

C
|
9区
に

貝
層
と
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
遺
物
の
出
上

る
。
し
か
し
、
貝
層
と
い
っ
て
も
土
が
多

く
混
じ
る
混
貝
土
層
で
あ
り
、
土
質
や

灰
・
炭
化
物
の
混
り
具
合
か
ら
み
る
と
、

上
部
貝
層
・
黒
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
上
層

と
、
黒
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
の
下
層
・
下
部
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現
在
の
水
田
の
耕
作
士
層

(
Iー

1
層
）
と
、
床
土
層

(
I
|
2
層
）
で
あ
る
。
部
分
的
に
、

以
前
の
水
田
床
土
層

(
I
|
3
層
）
を
検
出
し
た
。
近
世
陶
磁
器
・
上
師
器
・
弥
生
土
器
・
刻
目
突
帯
文
士
器
な
ど
の
細
片
や
黒
耀
石
の
剥

調
社
区
全
域
に
ひ
ろ
が
る
暗
オ
リ
ー
プ
褐
色
（
訊

Y
%）
＼
オ
リ
ー
ブ
色

(
5
Y
%
)
の
砂
層
で
あ
る
。
上
部
か
ら
下
部
へ
と
細
か
い
砂
粒

か
ら
次
第
に
粗
い
砂
粒
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
宇
木
川
が
氾
濫
し
て
堆
積
し
た
砂
層
と
考
え
ら
れ
る
。
下
層
の

III
層
と
は
不
整
合
面
を
な

す。

B
¥
E
|
6
.
8区
で
は
、
上
半
部
が
削
ら
れ
l
層
と
I
I
l
層
に
挟
ま
れ
ブ
ロ
ッ
ク
状
と
な
る
。
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。

で
は
、
人
間
あ
る
い
は
動
物
（
ウ
シ
か
？
）
の
足
痕
と
考
え
ら
れ
る

II
層
の
オ
リ
ー
プ
色
の
小
ピ
ッ
ト
群
が
多
数
検
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
管
状
あ
る
い
は
斑
文
状
に
掲
色
＼
黄
褐
色
を
呈
す
る
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
分
の
沈
着
が
詔
め
ら
れ
、
水
田
層
と
考

え
た
。
弥
生
時
代
中
期
土
器
・
打
製
石
鏃
・
黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
が
少
量
出
土
し
て
い
る
。

lil_2
層
|
"
1
1
1層
の
ド
洒
の
調
杏
区
全
面
に
ひ
ろ
が
る
黒
褐
色

(10YF%
）
の
粘
質
｀
ソ
ル
ト
層
で
あ
る
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

F
I

6
¥
8区
で
は
、
部
分
的
に
貝
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
で
い
る

o
r
n
|
1層
と
の
境
界
で
、
面
を
な
し
て
多
量
の

t
器
か
敷
き

IIIIl
層
と

IIII2
層
に
細
分
で
き
る
。

m層 u層

片
．
砕
石
か
少
量
出
土
し
た
。

ー
層
②
各
層
位
の
概
要
（
第
7
表
・

9
ー

10
図）

一
九
七
三
＼
七
八
年
に
行
わ
れ
た
圃
場
整
備

発
掘
区
を
拡
張
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

K
|
7
.
8区
で
も

rn
層
下
で
土
壊
墓
一
基
と
十
壊
四
基
を
検
出
し
た
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
資
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唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

さ
れ
た
「
黒
褐
色

a
層
」
と
「
貝
層

a
」
の
一
部
と
対
応
す
る
。
遺
物
の
出
土
状
態
、
層
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
、
頂
ー
1
層

の
水
田
を
開
田
す
る
際
に
整
地
を
行
っ
た
整
地
層
で
あ
り
、

m_2層
上
面
の
多
量
の
土
器
は
整
地
後
の
鎮
圧
の
た
め
に

敷
か
れ
た
も
の
と
考
え
た
。
遺
物
は
、

B
S
H
I
4
S
8区
に
か
け
て
は
刻
目
突
帯
文
土
器
・
弥
生
土
器
・
須
恵
器
が
出

土
し
、
特
に
弥
生
時
代
中
期
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

J
.
K
|
5
S
8区
に
は
弥
生
時
代
中
期
土
器
と
刻
目
突
帯
文

土
器
が
ほ
と
ん
ど
で
、
歴
史
時
代
の
土
師
器
・
染
付
け
な
ど
の
近
世
陶
磁
器
な
ど
の
細
片
が
若
干
混
じ
る
。
他
に
打
製
石

鏃
八
、
磨
製
石
鏃
一
、
磨
製
石
斧
一
、
蛤
刃
石
斧
三
、
石
庖
丁
三
、
石
皿
一
、
石
錘
二
、
土
偶
一
、
土
製
紡
錘
車
一
、
不

明
土
製
品
一
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
後
述
す
る
下
層
の
V
I
層
あ
る
い
は

VDl.IXt
層
が
整
地
に
よ
り

削
平
さ
れ
た
際
に
出
土
し
、
敷
き
つ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

皿
層
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

m層
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

O
S
Q
|
6区
で
ウ
シ
か
と
思
わ
れ
る
動
物
の
足
痕
が
検
出
さ
れ
、

J
.
K
.
7
.
8区
と

G
|
9
|
c
区
で
染
付
け
な
ど
の
近
世
陶
磁
器
の
細
片
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
近
世
以
後
の
水
田
の
可
能
性
が

強
い
。
一
九
五
ニ
・
一
九
六
五

S
六
六
年
に
調
査
さ
れ
た
貝
塚
の
南
側
で
も
、
皿
層
と
対
応
す
る
黒
褐
色
土
層
が
み
ら
れ
、
遺
物
も
同
様

な
出
土
状
況
を
示
し
て
い
る
（
第
4
図
参
照
）
。
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
に
唐
津
へ
封
ぜ
ら
れ
た
寺
沢
志
摩
守
は
、
唐
津
城
の
構
築
と
と
も

宇
木
汲
田
遺
跡
の
北
の
鏡
村
で
は
四
十
二
町
ほ
ど
の
新
田
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
今
回
検
出
し
た

m層
水
田
と
整
地
層
の
上
限
は
、
こ
う
し

た
十
七
世
紀
代
の
開
発
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

11
層
あ
る
い
は
頂
層
上
面
で
確
認
さ
れ
る
攪
乱
壊
が
調
査
区
の
各
所
に
み
ら
れ
た
。

Fー

8
区、

F
1
9区、

Hー
7
.
8区
に
み
ら
れ
る
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＼
黒
褐
色
の
砂
層
プ
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
る
。

黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

F
.
G
|
5
S
7
区
で
は
長
さ
約
五
・
六
メ
ー
ト
ル
の
攪
乱
壊
を
検
出
し
た
。

G
|
7

区
中
央
断
面
で
は
攪
乱
部
分
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
幅
は
二
＼
四
メ
ー
ト
ル
と
考
え
ら
れ
、
大
き
さ
か
ら
い
う
と
一
九
三
八
年
ニ

片
刃
石
斧
一

石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
が
出
士
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
側
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
と
い
う
発
掘
壊
も

D
.
E
_
6区
東
壁
で
確
認
で
き

た。

J
.
k
|
5
区
で
も
不
整
形
の
攪
乱
壊
が
検
出
さ
れ
た
。
出
士
土
器
は
い
ず
れ
も
刻
目
突
帯
文
士
器
で
、
他
に
磨
製
石
斧
一
・
柱
状

．
刃
器
状
石
器
一
な
と
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

H
|
5
区
南
競
で
も
IIー

VI
層
に
掘
り
込
ま
れ
た
攪
乱
壌
を
確
認
し

B
.
C
_
6
.
8区、

G
.
H
ー

9
.
1
0区
で
検
出
さ
れ
た
泥
炭
状
の
士
層
で
、
調
査
区
の
北
と
東
へ
向
っ
て
次
第
に
厚
く
深
く
な
っ

て
い
く
。

B
.
C
|
6区
で
は
、
さ
ら
に
三
枚
に
細
分
で
き
た
。

IVー

1
層
ー
黒
褐
色
（
益
Y
%）
を
足
し
、
上
半
部
に
は

m層
か
ら
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
分
が
し
み
こ
ん
で
い
る
。
泥
炭
状
と
い
っ
て
も
、
か

IV
層

こ。t
 

暗
青
灰
色
＼
黒
褐
色
の
砂
屑
プ
ロ
ソ
ク
か
み
ら
れ
た
。

出
士
遺
物
ぱ
弥
生
時
代
中
期
土
器
が
最
も
多
く
、
刻
目
突
帯
文

t
器
・
弥
生
時
代
後
期
上
器
・
古
墳
時
代
前
期
の
土
師
器
が
若
千
含
ま

れ
る
。
上
師
器
は
一
九
六
六
年
調
査
の
同
層
対
応
層
出
土
の
も
の
と
あ
わ
せ
、
完
形
品
が
多
い

OVI
層
上
面
に
は
か
な
り
の
凹
凸
が
あ
り
、

V
I
I
l
¥
V
I
3層
の
上
層
堆
積
状
況
か
ら
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
、
沼
地
状
の

V
I
I
2
.
3層
の
状
態
か
ら
次
第

な
り
砂
質
の
強
い
土
層
で
あ
る
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査
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一
九
六
六
年
に
調
査
さ
れ
た
弥
生
時
代
前
期
（
刻
目
突
帯
文
土
器
と
板
付
I
式
土
器
共
伴
期
＼
板
付
11
式
士
器
）
の
貝
層
で
あ
る
。
マ
ガ
キ
を

主
体
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
・
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
・
カ
ワ
ニ
ナ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

G
|
4
.
5区
で
北
側
一
メ
ー
ト
ル
幅
に
調

査
区
を
拡
張
し
、
一
九
六
六
年
調
査
時
に
残
さ
れ
た
土
層
観
察
用
ベ
ル
ト
を
再
発
掘
し
て
、

VI層
の
堆
積
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
貝
層
の
上
面
部
は

m
|
1層
の
水
田
を
ひ
ら
く
時
の
整
地

(IIIー

2
層
）
で
相
当
い
た
め
ら
れ
、
さ
ら
に
Gー

4
区
の
一
九
六
六

年
調
査
時
の
貝
層
サ
ン
プ
ル
採
集
部
分
、

G
¥
Fー

5
S
7区
に
ひ
ろ
が
る
攪
乱
壊
(
-
九
―
二
八
年
の
発
掘
壊
）
の
た
め
、
今
回
の
調
査
で

は
、
貝
層
の
東
限
と
、
断
面
の
部
分
的
な
観
察
に
と
ど
ま
っ
た
。

G
|
4
¥
8区
北
壁
、

F
|
6
.
7区
北
壁
の
士
層
断
面
を
み
る
と
、

VI
層
は
二
十
九
枚
以
上
に
細
分
で
き
、

V
I
|
4
.
6層
な
ど
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
い
堆
積
の
単
位
を
確
認
で
き
た
（
第
2
表
）
順
次
枝
番
号

を
付
し
て
あ
ら
わ
し
た
。
そ
の
中
で
、

G
.
F
|
5
¥
7区
北
壁
に
み
ら
れ
る

V
I
|
5
.
8
.
1
0層
は
貝
を
全
く
含
ま
な
い
粘
質
シ
ル
ト

あ
る
い
は
砂
質
シ
ル
ト
層
で
あ
る
。
ま
た
、

F
|
6
.
7区
北
壁
に
み
ら
れ
る

VIー

2
1
.
2
6
.
2
8
.
2
9層
は
他
と
く
ら
べ
混
貝
率
の
低
い

混
貝
層
で
あ
り
、
廃
棄
が
中
断
さ
れ
た
り
、
滞
っ
た
り
し
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
は
、
一
九
六
六
年
の
調
査
で
刻
目
突
帯
文

VI
層

M
|
6区
の
み
で
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
ひ
ろ
が
り
は
明
ら
か
で
な
い
。
黒
褐
色

(10YR%）
の
粘
質
シ
ル
ト
層
で
、
粘
性
の
強
さ
・
炭

化
物
の
有
無
．
微
小
砂
粒
の
混
り
具
合
か
ら
三
枚
に
細
分
で
き
る
。
下
層
ほ
ど
粘
性
が
強
く
な
る
。
出
土
遺
物
は
、
一
部

m
|
2層
と
同

時
に
取
り
上
げ
た
た
め
に
若
干
の
混
乱
が
あ
る
が
、
確
実
に
＞
層
に
と
も
な
う
土
器
は
弥
生
時
代
前
期
土
器
（
板
付
ー
・

11
式
土
器
）
で
あ

り
、
刻
目
突
帯
文
土
器
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

＞
層

に
V
I
I
1層
の
氾
濫
原
に
近
い
状
態
へ
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

文
土
器
・
土
器
片
利
用
の
士
製
円
盤
・
黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
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VI VI VI VI 
層

I I I I 位

7 6 5 4 

第

＆G↓ 靡柔唐

l 汲

2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
6 田

阻 B 

す ペ 3 黒塁

＇ 
で ＼ 1 黒悶や＼ あ 5.

色

レ
赤やみぉを は51 2^  .y 5 

るは 2
＾ °やと＾

麿
JO 

や明 く JO YR り-YR 

＾ 
2 ． 3 1/i ％ るべ％5 

Y びと- 、-
いるッ

％ 
る＜ 色と

調

ツ

0.り• 調 3

マ マ マ ，，ヽ 着 ノ‘ マ 憤 旦
マ トマ マ マ

ガ ガ ガ マ マ ガ ガ 質ガ ガ ガ

＇ 
に
お
け

の る

VI 

層観察表 力I四年度¥ ． 

の，ヽ 
キ キ キ グ シ グ キ シ ほ キ °キ キ キ. ． . 

i 令
Jレ リ

i と
Jレ と ． ． ． . 

ノ‘ ノ‘ ノ‘ 卜 な

i ゜
ん ノ‘ ノ‘ ノ‘ ノ‘

マ マ マ の ど

奢ま
マ マ マ マ

グ グ グ

＇ 
の グ ググ グ 層

リ i リ す ょリ リ リな な 土 ! 質氣 な の ． な
ど

も
ど る 層 し‘ 喜 完 フ ど

> i 質

［ 
・で シ 形 卜

言むi 
シ Jレ

! 
率 ヘ 位

す 貝 Jレ 卜 の ナ
シ

は質
の は 卜 質 高 夕 シ’

Iレ 古向

娑 す の の の し9 リ 1レ

卜 シ し‘

質氣 胄 ！ 
百回 混 の 卜

質 シ’ 1レ
憤i 率

し‘ i t 
質 の

の 9レ 卜

直゚
シ の

胄 卜 の シ シ ）レ 貫の 胃 ）レ Jレ 卜 の

白゚！ 
卜 が 卜 質 VI 古回

』゚』 の りヽ
の の I し‘ 特

胃 胃 胄 4 シ゜
． Jレ

』゚？ 白゚ 』゚
5 卜
に 質
＜ の 徴

な ら

！ つ ベ
て や
し9 や

令 シ
）レ
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E
¥
H
I
4
¥
7区
の
範
囲
に
み
ら
れ
る
黒
褐
色

(
1
Y
R
%
)
S県
色

ら
Y
%
)
の
粘
質
シ
ル
ト
層
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
の
謁
査
で

い
は
調
査
区
の
北
西
方
向
に
む
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
谷
状
の
低
地
に
堆
積
し
て
い
る
。
層
中
に
は
非
常
に
薄
い
砂
層
が
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
混
人
し
て
お
り
、
沼
地
状
と
な
っ
て
い
た
低
地
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
は
、
調
査
区
域
か
限
ら
れ
て
い
る
た

VD
層

t
器
・
板
付

I
¥
u式
土
器
・
石
庖
丁
・
石
鎌
．
柱
状
片
刃
石
斧
．
扁
平
片
刃
石
斧
・
柳
葉
形
の
磨
製
石
鎌
・
ス
ク
レ
ー
パ
ー
・
砥
石
・

石
皿
・
凹
石
な
ど
が
出
士
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
も

F
1
6
.
7区
の
攪
乱
壌
の
掘
り
残
し
部
分
や
、

H
I
4
.
5区
北
壁
な
ど

のVI層下半部から、刻目突帯文土器・板付I式士器・黒耀石の剥片や砕石などが出土した。

VI VI VI VI VI VI VI I 

I | I I I | I 
15 13 12 11 JO ， 8 

2 1 

暗

>色
明 ； ； 色W 慶オ> 町［ 

み 1

を 7

土色會褐 お・

＾ ＾ び 87.5 5 色
ると 5^ YR Y ＾ ＾ ＾ 色

％ ％ 
5 5 く゚ 5 
Y Y ら Y Y 

ヽ ヽ
％ ％ ベ％ ％ 
‘-／ ～ヽ 黄ー 、一‘‘

ノ‘ シi 土マ

> 賛
貝 マ 誓マ 1レ 器ガ か ガ

グ 卜 ・キ シ‘ 各 キ シリ 層:］ 層
）レ を 1レ

な 卜

巖塁 店と
卜

ど 房
マ 屑 屑

の ガ
--- の キ す

贅 沈
0を を の る

着 主 主 高 シf

が か 体 体 し‘ Jレ

多 ？ と と 賛 卜し‘ しす 質

賛
し9 ‘る シ‘ の

゜ > ゜
！レ
質シ’ 弥 卜

Iレ

>
の 上

卜 麿 胃 層の ゜
普
． し 土

！ 
た 層

上 シ ゜
層 Jレ

゜ 卜

質
土 の

゜

□ 層
窟
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J
|
8区
に
み
ら
れ
る
落
ち
込
み
に
堆
積
し
た
赤
褐
色
（
砧
Y
R
%
)
の
砂
質
シ
ル
ト
層
で
あ
る
。
鉄
分
の
沈
着
が
特
に
集
中
す
る
部
分
・

薄
い
焼
土
プ
ロ
ッ
ク
・
灰
プ
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
る
が
、
炭
化
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
面
的
に
は
、

I
X
|
b
層
と
の
境
界
は
不
明
瞭

で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
刻
目
突
帯
文
土
器
に
か
ぎ
ら
れ
、
弥
生
土
器
は
含
ま
な
い
。
他
に
黒
耀
石
の
彫
器
・
剥
片
．
砕
片
な
ど
が
あ
る
。

IX
層
は
X
層
と
と
も
に
今
回
の
調
査
の
主
眼
と
な
っ
た
刻
目
突
帯
文
土
器
単
純
期
の
貝
層
と
遺
物
包
含
層
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
面
が

を
検
出
し
た
。

F
|
7区
の
土
壊
か
ら
は
須
恵
器
細
片
が
出
土
し
た
。
他
の
土
墳
か
ら
も
刻
目
突
帯
文
土
器
・
黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な

ど
が
若
干
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
混
貝
土
層
部
分
の

IXc
層
と
貝
層
プ
ロ
ッ
ク
を
部
分
的
に
含
む
土
層
の
IXl
層
に

分
け
ら
れ
る
。
両
層
は
色
調
・
土
質
・
炭
化
物
を
含
む
な
ど
共
通
し
た
特
徴
を
も
ち
、
貝
を
含
む
か
否
か
の
差
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
も

い
え
る
。
出
土
土
器
は
す
べ
て
刻
目
突
帯
文
土
器
で
あ
り
弥
生
土
器
は
含
ま
れ
な
い
。
他
に
、
石
庖
丁
一
・
磨
製
石
鏃
一
・
黒
耀
石
彫
器

ニ
・
土
製
紡
錘
車
一
・
土
器
片
利
用
の
土
製
円
盤
一
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

IXa
層
…

・
:
B
¥
J
|
6
S
1
0区
の
南
北
に
細
長
い
範
囲
に
堆
積
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
北
か
ら
南
へ
む
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
。

21枚
の
貝
層
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
細
か
い
堆
積
単
位
に
細
分
で
き
る
。
順
次
枝
番
号
を
ふ
っ
て
あ
ら
わ
し
た
。

〈

IXe|1層〉

1
1
6区
東
壁
で
確
認
し
た
。

IXl
層
が
つ
く
る
凹
地
に
堆
積
し
た
黒
褐
色

(5YR%)
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ

る
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
・
赤
褐
色
砂
粒
が
混
じ
り
、
そ
の
混
り
具
合
い
か
ら
、
さ

ら
に

4
枚

に

細

分

で

き

る

。

、

〈

IXe12層〉
Fー

6
.
7区
北
壁
で
検
出
し
た
が
、

F
.
Gー

5
S
7区
に
ひ
ろ
が
る
攪
乱
壊
(
-
九
三
八
年
の
発
掘
壊
）
の
た
め
に
平

IX
層

VII
層

め
、
刻
目
突
帯
文
土
器
・
板
付
I
式
土
器
・
黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
が
少
量
出
土
し
て
い
る
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査
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面
的
な
ひ
ろ
が
り
は
明
ら
か
で
な
い
。
黒
褐
色

(5YR%)
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
で
は
マ
ガ

キ
・
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
含
み
、
と
く
に
ハ
マ
グ
リ
の
破
砕
率
は
低
く
、
ギ
ッ
シ
リ
つ
ま
っ
て
い
る
。
最
底

十
枚
ほ
ど
の
堆
積
単
位
に
細
分
で
き
る
。

〈
I
X
c
|
3層〉

G
1
9
.
1
0区
北
壁
と

G
|
9
|
d
区
の
排
水
用
暗
渠
の
北
側
の
小
範
囲
に
確
認
で
き
た
。
黒
褐
色

(
5
Y
%）
の
混
貝

土
層
で
、
平
面
的
な
調
査
が
で
き
た

G
ー

9
ー
d
区
で
は
七
枚
の
堆
積
単
位
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
マ
ガ
キ
を
主

体
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。

G
_
1
0区
北
壁
断
面
に

IV
層
と
凹
凸
面
を

な
す
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
六
六
年
の
調
査
で
イ
ノ
シ
シ
の
頭
骨
と
炭
化
米
が
出
土
し
た
部
分
に
あ
た
る
。

〈
I
X
l
|
4層
〉
黒
褐
色
＼
褐
色
の
砂
質
‘
ソ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
、

F
1
8
|
c
.
d
区
と

G
1
9
に
ひ
ろ
が
る
。
南
西
に
む
か
っ
て
傾

斜
し
て
堆
積
し
て
い
る
。

F
1
8
|
c
.
d
区
で
は
十
九
枚
の
堆
積
単
位
を
確
認
し
た
。
東
側
の

F
|
8ー
C
区
で
は

小
さ
な
も
の
が
多
く
、
西
側
の

F
ー
8
I
d
区
で
は
南
西
方
向
に
流
さ
れ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と

し
て
お
り
、
一
部
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
を
含
む
。

IXl|4ー
11層、

I
X
l
1
4
1
1
5層
の
堆
積
単
位

は
ハ
マ
グ
リ
が
多
く
、
前
者
に
含
ま
れ
る
貝
は
加
熱
を
う
け
て
い
た
。

応
1
5層〉

H
ー
9
|
c
.
d
区
で
検
出
さ
れ
た
黒
褐
色
（
砧
Y
%）
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
東
側
の
大
部
分
を
削
ら
れ
て
い
る
。
マ

ガ
キ
を
主
体
と
し
て
お
り
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。

〈
恥
ー
6
層〉

G
ー
9
|
c
.
d
区、

G
|
8
|
c
.
d
区、

H
ー
9
|
a
.
b
区
に
ひ
ろ
が
る
最
大
厚
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

一
九
六
六
年
調
査
の
既
発
掘
部
分
な
ど
が
あ
る
が
、

粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
黒
褐
色
＼
褐
色
を
呈
す
る
。

全
体
の
七
＼
八
割
を
調
査
し
、
二
十
四
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し
し
た
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ

リ
な
ど
を
少
量
含
む
も
の
が
多
い
が
、
恥
ー
6
1
3層
は
ハ
マ
グ
リ
を
主
体
と
し
、
広
ー
6
|
1
3層
は
焼
土
プ
ロ
ッ
ク

で
あ
る
。
下
層
の
堆
積
単
位
ほ
ど
貝
の
完
形
率
は
高
い
。
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第12図 a層の平面分布図（縮尺 1/60) 

層
と
同
一
屑
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
全

体
と
し
て
北
西
に
む
か
っ
て
傾
斜
し
て
堆
積

し
て
い
る
。
十
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
、

リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
を
含
む
。

色
の
混
貝
士
層
で
あ
る
。
十
―
二
枚
の
堆
積
単
位

を
検
出
し
た
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
堆
積
単

位
が
多
い
。

IXc18ー

3
層
は
破
砕
率
の
低
い

（
図
版

4
1
3
)
、

ハ
マ
グ
リ
を
主
体
と
し
、
貝
は
熱
を
う
け
て
変

色
し
て
い
る
。

I
X
e
1
8
1
3層
は
完
形
率
の
高a
 

い
ハ
マ
グ
リ
の
ブ
ロ
ッ
ク

IX

十
二
＼
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
黒
褐
色
＼
褐

|
b
区、

H
I
7
|
a
区
に
ひ
ろ
が
る
最
大
厚

GIXe18層
〉

G
|
7
|
c
区、

G
I
8
I
d
区、

H
1
8
 

こ。t
 

一
部
ハ
マ
グ

出
さ
せ
、

H
I
6区
東
墜
に
あ
ら
わ
れ
る
貝

囲
で

m
1
2層
を
除
去
し
て
貝
層
上
面
を
露

た
シ
ル
ト
質
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。

H
|
7

〈

IXi17
屑
G
_
7
1
c
区
と

H
I
7
|
a
区
で
検
出
し
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に
近
い
も
の
が
密
に
つ
ま
っ
て
い
る
。

〈
恥
ー
9
層〉

G
|
7
|
c
.
d
区
で
確
認
で
き
た
黒
褐
色
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
西
に
む
か
っ
て
わ
ず
か
に
傾
斜
す
る
。
六
枚
の
堆

積
単
位
を
検
出
し
た
が
、

い
ず
れ
も
破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
い
る
。

〈
IXi110層〉

G
1
8
1
c
.
d
区、

G
_
7
|
c
区、

H
ー

7
|
a
区
に
ひ
ろ
が
る
厚
さ
五
＼
六
セ
ン
チ
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
士

層
で
あ
る
。
黒
褐
色
＼
オ
リ
ー
プ
黒
色
を
呈
す
る
。
十
四
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
マ
ガ
キ
を
主
体

と
す
る
。
と
く
に

IXiー
10ー
2
層
は
マ
カ
キ
の
み
か
ら
な
る
貝
プ
ロ
ソ
ク
で
あ
り
、
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
い
。

〈
IXi|11112層〉

B
|
8
.
9区
北
壁
で
観
察
さ
れ
た
混
貝
土
層
で
あ
る
。
言
弓
甕
棺
墓
と
一
号
土
壊
墓
の
幕
壊
の
た
め
攪
乱
が
著

し
く
、
土
層
断
面
の
観
察
の
み
で
と
ど
ま
っ
た
。
い
ず
れ
も
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
黒
褐
色
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土

層
で
あ
る
。
貝
の
完
形
率
は
か
な
り
高
く
、
下
層
ほ
と
ギ
ッ
シ
リ
つ
ま
っ
た
状
態
で
堆
積
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
北

北
東
に
む
か
っ
て
次
第
に
薄
く
な
り
、
貝
層
の
東
側
へ
の
ひ
ろ
が
り
は

B
1
9区
内
で
お
さ
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

を
主
体
と
し
、
破
砕
率
は
高
い
が
、
貝
の
量
は
多
く
、
ギ
ッ
シ
リ
と
つ
ま
っ
た
状
態
で
堆
積
し
て
い
る
。

〈
IXc118
屑
B
1
8区
全
面
に
ひ
ろ
が
る
黒
褐
色
ー
オ
リ
ー
プ
黒
色
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
北
へ
む
か
っ
て
流
さ
れ

た
よ
う
な
状
態
で
堆
積
し
、
四
枚
に
細
分
で
き
る
。
マ
ガ
キ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
下
層
ほ
ど
破
砕
率
は
低
く
な
る
。

〈
区
ー
19層〉

IXe118層
と
誤
認
し
て
取
り
上
げ
た
た
め
に
土
層
断
面
で
し
か
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
黒
褐
色
の
粘
質
シ
ル
ト
の
マ
ガ

キ
を
主
体
と
す
る
混
貝
土
層
で
あ
る
。
貝
の
破
砕
率
は
．
ー
18層
よ
り
低
い
。

〈
IXcー
20層
〉
オ
リ
ー
ブ
黒
色

(
5
Y
%）
の
粘
性
の
強
い
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
貝
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
ガ
キ
で
、
完
形

1
8
1
1
2
は
焼
土
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
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x層

が
確
認
で
き
た
。

と
共
通
す
る
。

り
上
層
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

〈

lXi121層
〉
貝
層
の
最
下
面
に
堆
積
し
た
オ
リ
ー
プ
黒
色

(
5
Y
%）
の
粘
質
シ
ル
ト
の
薄
い
混
貝
士
層
で
あ
る
。
貝
は
粉
末
状
と
な

る
が
、
五
ー
十
セ
ン
チ
の
厚
さ
が
基
本
で
あ
る
。

J
.
K
|
5
¥
8
区
お
よ
び

H
|
5
区
南
・
北
・
西
壁
の
断
面
で
も
観
察
で

き
、
一
九
六
六
年
の
調
査
の

Hー

5
.
6
区
で
み
ら
れ
た
「
黒
褐
色
士
層
」
下
半
部
の
「
夜
臼
式
土
器
単
純
層
」
に
対
応
す
る

b
 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
き
く
三
枚
に
分
け
ら
れ
る
か
、
そ
の
中
で

I
X
1
3
層
は
北
西
に
む
か
っ
て
傾
斜
し
て
堆
積
し
、
そ
の

上
面
に
は
焼

t
．
炭
化
物
・
灰
・
貝
の
小
プ
ロ
ッ
ク
が
検
出
さ
れ
た
。
土
器
は

J
.
k
_
5
.
6
区
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ

う
な
状
態
で
出
上
し
て
い
る
（
図
版
5
_
1
)
。
焼
土
・
灰
・
貝
の
小
プ
ロ
ッ
ク
は

J
1
7
区
に
、
炭
化
物
は

J
|
7
区
と

J
.

K
1
6
区
の
境
界
付
近
に
集
中
す
る
傾
向
を
み
せ
る
。

I
X
l
1
3
層
で
も

J
|
7
.
8
区
で
は
、

IXe
層
と
同
様
に
、
で
き
る
だ
け

堆
積
単
位
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
貝
プ
ロ
ッ
ク
八
・
焼
士
プ
ロ
ッ
ク
ニ
十
五
・
灰
プ
ロ
ッ
ク
ニ
な

と
計
四
十
一
枚
の
堆
積
単
位
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
堆
積
状
態
は
、

IXe
層
内
の
細
か
な
堆
積
単
位
の
堆
積
状
態

IX
層
と
同
様
に
、
貝
層
部
分
の

Xe
層
と
土
層
部
分
の

XI
層
と
に
分
け
ら
れ
る
。
出
土
上
器
は
す
べ
て
刻
目
突
帯
文
土
器
で
あ
り
、
他

に
打
製
石
斧
―
一
・
打
製
石
鏃
ニ
・
土
器
片
利
用
の
上
製
円
盤
一
・
黒
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
な
ど
か
あ
る
。

Xct
層
…

・:10枚
の
貝
層
に
分
け
ら
れ
る
。

ぶ
ー
1
層〉

F
|
8
1
c
.
d
区
と

F
|
7
区
北
壁
で
確
認
て
き
た
。
黒
褐
色
＼
褐
色
の
粘
質
シ
ル
ト
層
で
あ
り
、
鉄
分
が
沈
着
し

て、

x
|
1
層
全
体
と
し
て
は
赤
み
を
お
ひ
て
い
る
。
西
へ
む
か
っ
て
流
れ
た
堆
積
を
み
せ
る
。
一
四
枚
の
堆
積
単
位

マ
ガ
キ
を
七
休
と
し
て
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
令
体
に

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査
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3
表）。

む
。
下
半
部
と
西
側
末
端
付
近
に
破
砕
率
が
低
く

ハ
マ
グ
リ
・
サ
ル
ボ
ウ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
を
含

じ
る
こ
と
が
多
い
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
他
に

積
単
位
に
細
分
で
き
、
炭
化
物
・
灰
・
焼
士
か
混

と
し
て
は
赤
み
を
お
び
て
い
る
。
四
十
三
枚
の
堆

高
い
が
、
下
半
部
に
は
比
較
的
破
砕
率
が
低
く
完

形
に
近
い
貝
を
含
む
堆
積
単
位
が
み
ら
れ
る
。

a

a

 

〈

x
|
2層〉

Xー

1
層
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
、

F
_
8
1
c
.
d

区
と

F
1
7区
北
壁
で
検
出
で
き
た
。
暗
褐
色
＼

黒
褐
色
を
呈
し
、
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
く
層
全
体

完
形
に
近
い
貝
を
ふ
く
む
堆
積
単
位
が
集
中
す

る
。
と
く
に

X
e
1
2
|
2
7
.
3
2
.
3
8層
は
一
回
あ

た
り
の
廃
要
の
単
位
と
思
わ
れ
る
マ
ガ
キ
の
プ

ロ
ソ
ク
で
、

Xaー

2
_
2
2は
、
ハ
マ
グ
リ
を
主
体

と
す
る
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た

X
a
1
2
1
1
7層

ぶ
1
3層〉

G
1
9区
北
壁
で
観
察
さ
れ
た
粘
質
シ
ル
ト
の
褐

色
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し

丁し］／ーロ□麟口（上層）
/a_}==~:Jx;=L_e;~ 

，； l /ロニ/戸---；l（[
H,, " 

0 l 11 • ---r —---,-— 9-1 

第13図 Xa層の層位関係図およびG.H-7 ~9区の!Xa層の平面分布図
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i
 
（下層）
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津
市
宇
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汲
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遺
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け
る

一
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発
掘
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査）
 
層上（
 

u-
＿

―

 

―
―
 

ー

＋
 

ぷ＇ ```＿.．. 

＋ 

1 
十←、一＝

（下層）

＋ 

1, ゜
1 m 

F -8 2層内

の堆積単位の層位関係と平面分布図

（縮尺 1/40) 

- 32 -



13 12 11 10 

唐
津
巾
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

暗

褐

色

（

註

Y
R
%）

暗

褐

色

（

霞

Y
R
%）

暗

褐

色

（

店

y
R
%）

暗

褐

色

（

店

Y
R
%）

9
一
褐

色
（
邸

y
R
%）

8
一

暗

褐

7
＿
暗
褐

6
一

黒

褐

5
 
褐

-
4
 黒
褐

3
 
褐

2
 
暗

褐

色色色色色色色

＾ ＾へヘヘへ＾
7.5 7.5 2.5 7.5 7.5 7.5 7.5 
YR YR Y YR YR YR YR 

知少少し少し少3 3 2 4 2 4 4 

明

褐

色

（

⑬

yR

回誓
色

堆

調
/

6

)

 

5
/
 

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
い
る
が
、
破
砕
さ
れ
、

の
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
を
若
干
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
低
い
が
、
完
形
に
近
い
も
の
も
含

ま
れ
る
。
灰
・
炭
化
物
を
多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
灰
・
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
上
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
を
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
高
く
。
灰
・
炭
化
物
を
多
く
含
む
や

や
シ
ル
ト
に
近
い
粘
質
シ
ル
ト
の
屈
貝
土
層
゜

破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
灰
・
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
少
量
み
ら
れ

る
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
み
、
鉄
分
の
沈
着
で
わ
す
か
に
み
ら
れ
る
枯
質
ン
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

灰
・
破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
な
ど
か
ら
な
る
。
わ
ず
か
に
炭
化
物
を
含
む
粘
質
、
ソ
ル
ト
の
混
貝
士
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
含
む
。
貝
は
完
形
の
も
の
か
多
い
。
炭
化
物

を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
混
り
の
貝
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
貝
は
、
破
砕
率
が
高
い
か
、
ギ
ノ
シ
リ
詰
ま
っ
て
い
た
。
炭
化
物
を
わ
ず

か
に
含
む
枯
質
、
ソ
ル
ト
の
混
土
貝
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
わ
す
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土

層
゜マ
ガ
キ
な
ど
を
含
む
が
、
破
砕
率
が
非
常
に
高
く
、
細
片
化
し
て
い
る
。
貝
は
少
な
い
。
炭
化
物
を

わ
ず
か
に
粘
質
、
ソ
ル
ト
の
灰
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
は
破
砕
率
が
高
く
、
少
な
い
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト

の
混
貝
土
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
は
破
砕
率
か
高
く
少
な
く
、
あ
ま
り
含
ま
れ
な
い
。
炭
化
物
を
わ
ず
か

に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

第

3
表

x
a
,
2
層
観
察
表

特

量
も
少
な
い
。
焼
土
・
灰
を
多
量
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト

徴

刻
目
突
帯
文
土

器
の
鉢
口
縁
部

片

1
耀
石
剥
片
1

土
器
片
ー

土
器
片

1

出

土

遺

物
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2
9
一
黒
褐
色

(10YR%）

5
R

る）

．
 

28
一

暗

褐

色

(
7
Y
3

27 

褐

色
冠

Y
R
%）

26 

褐

色
（
誌

Y
R
%）

25 

暗

褐

色

（

応

y
R
%）

24 

鈍
い
赤
褐
色

(
5
Y
R
%）

23 

黒

褐

色

(10YR%）

22 

暗

褐

色

ら

Y
R
%）

21 

暗

褐

色

（

砧

Y
R
%）

20 

暗

褐

色

（

邸

Y
R
%）

19 

褐

色
（
邸

y
R
%）

18 

黒

褐

色

(
5
Y

互上）

17 

褐

色
（
註

Y
R
%）

16 

暗

褐

色

（

誌

y
R
%）

15 

暗

褐

色

（

誌

Y
R
%）

14 

暗

褐

色

（

店

Y
R
%）

マ
ガ
キ
の
み
の
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
破
砕
率
は
高
い
が
、
ギ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
て
い
る
。
完
形
に
近
い

も
の
も
少
量
含
ま
れ
る
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
｀
ソ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
が
、
完
形
に
近
い
も
の
が
少
量
含
ま
れ
る
。
炭
化
物
を

少
量
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
灰
・
炭
化
物

を
多
く
含
み
、
焼
土
の
ご
く
小
さ
な
か
た
ま
り
を
含
む
粘
質
ン
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

マ
ガ
キ
・
ハ
マ
グ
リ
か
ら
な
り
、
貝
の
破
砕
率
は
と
く
に
高
い
。
炭
化
物
を
わ
す
か
に
含
む
粘
質
シ

ル
ト
の
混
貝
土
層
。
鉄
分
の
沈
着
が
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
や
ハ
マ
グ
リ
か
ら
な
り
、
貝
は
破
砕
率
が
低
く
、
完
形
に
近
い
も
の
か
多
い
。
炭
化
物
・
灰

を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
ま
じ
り
の
貝
プ
ロ
ッ
ク
。

雹
昇
□
嘉町

□直
謡
韓
即
塙
＜
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
灰
を
多
く
含
む
が
炭
化

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
く
少
な
い
。
灰
を
多
く
含
む
か
、
炭
化
物
は
わ
ず
か
で

あ
る
。
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
多
く
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
低
く
、
完
形
に

近
い
も
の
が
目
立
つ
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
か
な
り
高
い
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の

混
貝
上
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
低
く
、
完
形
に
近
い
も
の
か
目
立
つ
。
灰
が
多
く
、
炭
化
物

は
わ
ず
か
で
あ
る
。
粘
惟
の
強
い
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
そ
れ
は
ど
高
く
な
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
少
量
み
ら
れ
る
。

炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
そ
れ
は
ど
高
く
な
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
少
量
み
ら
れ
る
。

灰
は
多
い
が
、
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
程
度
で
あ
る
。
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
く
、
少
な
い
。
灰
は
多
い
が
炭
化
物
は
少
な
い
。
粘
質
シ

ル
ト
の
混
貝
土
丹
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
完
形
に
近
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
炭
化
物
を
多
量
に
含
む
粘
質
ン
ル

卜
混
り
の
貝
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
完
形
に
ち
か
い
も
の
は
多
い
が
、

x
a
l
2
1
2
7
は
ど
多
く
は
な
い
。
貝
の

量
は
非
常
に
少
な
い
。
炭
化
物
を
含
む
混
土
貝
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
完
形
に
ち
か
い
も
の
が
目
立
つ
。

炭
化
物
・
焼
土
を
含
む
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
凋
査

刻
目
突
帯
文
士

器
の
破
片
3
.

黒
耀
石
片
1

刻
目
突
帯
文
土

器
胴
部
片
1
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43 42 41 40 39 38 

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

黒

褐

色

(
5
Y
%）

黒

褐

色

(
1
0
Y
R
%）

褐

色
（
誌
y

R

%
）

暗

褐

色

(
1
0
Y
R
%）

オ
リ
ー
プ
黒
色
（
⑬

Y
%）

黒

褐

色

（

邸

Y

%）

褐

5
R
 

色

(
7
Y

30
＿
黒

31

オ
リ
ー
プ
黒
色
（
註

YR

-32 
3
 
3
 

4
 
3
 

5
 
3
 

6
 
3
 

7
 
3
 
暗

褐

ふ
R

色

(
7
Y

暗

褐

5
R
 

色

(
1
Y

極
暗
褐
色
（
謡
yR

暗

褐

5
R
 

色

(
t
Y

暗

褐

5
R
 

色

(
7
Y

褐

O
R
 

色

(
1
Y

％） 
3
,
 

ジ
)
合）
3
 合）
2
 ％） 
パ）
3
 弘）

合
）
2
 

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
そ
れ
ほ
と
高
く
な
く
、
完
形
に
ち
か
い
も
の
が
目
立
つ
。
炭

化
物
を
少
量
含
む
。
X
a
l
2
1
9
と
く
ら
べ
粘
性
の
強
い
枯
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
く
な
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
目
立
つ
。
炭
化
物
・
灰
を

多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
上
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
残
り
は
非
常
に
よ
く
、
完
形
に
ち
か
い
も
の
が
非
常
に
多
い
。
灰
を

含
む
粘
質
シ
ル
ト
を
混
じ
え
た
貝
ブ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
の
完
形
に
ち
か
い
も
の
を
多
く
含
む
。
貝
の
量
は
多
い
が
、

‘
I
2ー

32
ほ
ど
で
は
な
く
、

土
か
多
く
混
し
る
。
炭
化
物
を
多
量
に
含
む
枯
質
シ
ル
ト
の
混
七
貝
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
わ
す
か
に
含
む
枯
質
シ
ル
ト
の
混
貝
上

層゚マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
貝
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
す
、
灰
が
多
い
。
炭
化
物
を

わ
ず
か
に
含
み
、
鉄
分
の
沈
着
が
認
め
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
・
サ
ル
ホ
ウ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
量
は
多
く
、
破
砕
率
は
高
く
な

く
、
完
形
に
ち
か
い
も
の
が
目
立
つ
。
炭
化
物
・
灰
を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
土
貝
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
く
、
貝
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
。
灰
・
焼
土
を
多
く
含
む
が
、

炭
化
物
は
少
な
い
。
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
低
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
多
い
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含

み
粘
質
シ
ル
ト
を
混
じ
え
る
貝
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
低
く
、
完
形
に
近
い
も
の
が
目
立
つ
。
灰
と
粘
質
シ
ル
ト
の

混
貝
土
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
が
、
量
は
多
い
。
鉄
分
の
沈
着
が
み
ら
れ
る
。
炭
化
物

を
わ
ず
か
に
含
む
粘
質
、
ソ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
高
い
が
、
貝
の
量
は
少
な
い
。
灰
と
焼
土
か
ら
な
る
ブ
ロ
ッ

ク
。
炭
化
物
を
わ
す
か
に
含
む
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
低
い
。
焼
土
・
灰
を
非
常
に
多
く
含
む
が
、
炭
化
物
は
少
な

い
。
粘
質
、
ソ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
の
破
砕
率
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
貝
の
量
は
少
な
い
。
炭
化
物
・
灰
を
多

量
に
含
む
混
貝
上
層
゜

刻
目
突
帯
文
土
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の
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部
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ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
と
の
一
＿
枚
貝
・
小
巻
貝
を
含
む
。

〈

'
|
4屑
〉
褐
色
＼
黒
褐
色
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
、

X
e
|
1
.
2層
と
同
様
に
鉄
分
の
沈
着
か
著
し
い
。

G
|
8区
と

G

1
9区
の
境
界
付
近
で
高
ま
り
を
な
し
て
、
東
西
に
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
す
る
。
一
七
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
で
き
た
。

大
部
分
ぱ
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。

X
i
_
4
|
1
4廣
は
貝
の
破
砕
率
が
低
く
完
形
に
ち
か
い
も
の
が
目
立
つ
。
ま
た
、

X
i
1
4
|
1
0層
は
ウ
ミ
ニ
ナ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
の
プ
ロ
ソ
ク
、
、

_
4
1
1
6層
は
ハ
マ
グ
リ
の
み
の
プ
ロ
ッ

ク
で
あ
る
。
焼
士
・
灰
を
屁
し
え
る
も
の
が
多
い
。

リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
の
小
巻
貝
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た
、

ぷ
1
5暦
〉

G
ー

7
1
c
区、

H
I
7
I
a区、

G
|
8ー

c
.
d区、

H
I
8
1
b
区
に
ひ
ろ
か
る
黒
褐
色
＼
褐
色
の
シ
ル
ト
の

混
貝
土
屑
で
あ
る
。
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
く
ふ

I
l
.
2
.
4層
と
同
様
に
、
肘
全
体
と
し
て
赤
み
を
お
び
る
。
―
-
+

六
枚
の
堆
積
単
位
を
確
認
し
た
。
破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、

X
c
|
5
1
1
5層
は
ヘ
ナ
タ

、
I
5
1
1
3層
は
貝
の
細
片
を
若
干
含
ん
だ
焼
士
プ

ロ
ッ
ク
て
あ
る
。

〈

X
i
|
6層
〉

G
1
9
1
c
.
d
区、

H
|
9ー

a
.
b
区、

G
|
8ー

c区
で
東
へ
む
か
っ
て
條
斜
し
な
が
ら
堆
積
し
た
混
具
士
層

破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、

1
4層
は
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
完
形
に
近
い
貝
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た
、

で
あ
る
。
全
体
に
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
く
極
暗
赤
褐
色
＼
黒
褐
色
を
呈
す
る
。
十
―
二
枚
の
堆
積
単
位
が
把
握
さ
れ
た
。

ふ
1
6ー
7
.
1
2層
は
マ
ガ
キ
の
完
形
率
が
高
く
、
ふ
ー

6

x
1
6
1
8層
は
細
か
い
砂

a
 

層
ブ
ロ
ソ
ク
で
あ
る
。

a
区
に
ひ
ろ
が
る
黒
褐
色
＼
黒
色
の
枯
質
シ
レ

a
 

主
体
と
す
る
貝
層
て
あ
る
か
、

ト
の
混
貝
土
肝
で
あ
る
。
西
に
む
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
。
三
卜
五
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
で
き
た
。

X
l
1
7
1
2肘
の
よ
う
に
焼
土
・
灰
か
ブ
ロ
ノ
ク
状
に
堆
積
し
た
単
位
も
含
ま
れ
る
。

て、

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
杏

マ
ガ
キ
を
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（下胴）

第15図 Xa-9層内の堆積単位の層序関係
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第16図 G・H・ -8・9区おける Xa-9層内の堆栢単位の分布 1（縮尺 1/40) 
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9ヘ・含 か 0 0 

゜

>査屠マ貝 全 マ艮認°率‘ 1ナヘ賛む に 貝は貝 貝
む 0 0グプ く粘質グ Cタナ 喜 は高は は
゜ 貝リロと 区リタ

破砕率か い゚ 砕率破が t 貝 は をッ い、ンをリ でなリシ
蘭は 破

若干 ク゚
つ ｝レー は はどな｝レ

破 砕 て卜枚
亨
xaをどト シ

高く‘ 化物炭を多 浪く‘ 

が

塁
し メ己 いのの l多のの ）レ 高
ヽ

む い翌混み
‘ 9く貝混 卜 ＜ 

が 鉄 ゜ ほ 粉 ・含ブ貝土 の
ヽ

高 分 貝 どむ 々 17むロ 混
量は 含く 少な 量

し‘ の の 含層゜ と • 0 ッ層 貝 は
゜ 沈 鼠 よ°貝 な

17！ 炭ク゜ 土 少な むい 匁焼 着 は な は つ 2. 1 0 面断 層
い質砂質粘゚土 が 極 し‘ xa て ゜ し‘

各 著 め ゜ I し‘ 層を みの 誓
0 ン、／ 

゜
し て >
， る 性粘ルシ

<を 1
む し‘ 各 I ゜ xaみ

悶
の トル

シ ゜ 10 貝 l‘ み ののト
）レ 粘 し＼ に 層 の 噂 の 強混の 徴卜 質 ゜ 黄 よ 量 り塁 い貝土 混 多
の シ 焼 褐 り は 9の

粘質層゚ 貝土
量

混 Jレ 土 缶＇ さ 少 層沈 の に
土 卜 ． の ら な t門 > 鉄 シ層 倉且
の 間 砂 に し、 分 Jレ ゜
混 各 悶 ゜ てた の 卜 シ‘

゜ ？ 物 屑 取が ？ t 
の ｝レ

を む し‘ 鱈 混 卜

贋 メ日ら、
゜
。
物 し‘ 貝 の

゜

鉢器刻見 剥片器片刻目 石片器片刻 出口の

2 益耀1突度土l l 
縁部片2甕1 帯文I 

28月突 土

遺

物

- 40 --



53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 

暦
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け
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黒

褐

色

(
l
o
y
R
%）

灰

褐

色

(
5
Y
R
%）

黒

褐

黒黒褐

褐褐

褐 褐 褐

色色色色色色色

^ ^ ＾ ̂ ＾ ^  7.5 5 10 10 10 10 
YR YR YR YR YR YR 

％） 
％） 
レしりり6 /6 /6 /6 
ヽ‘-/‘一、一

褐

色

(
1
0
Y
R
%）

黒

褐

色

灰
黄

褐

色色色色色色

＾ ^へ^ ヘ^10 10 10 10 10 7.5 
YR YR YR YR YR YR 

黒

褐

黒

褐

黒

褐

黒

褐

黒

褐

黒黒

褐褐

色色

％） 
％） 
％） 
％） 
％） 
％） 

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
が
高
く
、
炭
化
物
を
含
む
。
粘
質
ン
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

砂
質
シ
ル
ト
の
灰
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
は
破
砕
率
は
低
い
が
、
置
は
少
な
い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の

混
貝
土
層
。

焼
土
プ
ロ
ッ
ク
。

ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
、
、
、
ニ
ナ
な
ど
を
主
体
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
を
含
む
。
貝
は
破
砕
率
は
高
く
量
は
少
な

い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

焼
土
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
、
ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
の
小
巻
貝
を
わ
ず
か
に
含
む
。
破
砕
率
は
高

い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
の
み
か
ら
な
る
。
破
砕
率
は
高
く
、
炭
化
物
を
含
む
混
貝
土
層
。

ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
・
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
小
巻
貝
か
ら
な
る
。
破
砕
率
は
高
く
。
炭
化
物
を
含
む

粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
c

貝
を
は
と
ん
ど
含
ま
な
い
粘
質
、
ソ
ル
ト
層
゜

ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
・
カ
ワ
ニ
ナ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
か
ら
な
る
。
貝
の
完
形
率
は
高
い
。
炭
化
物

を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
完
形
に
近
い
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
―
一
枚
貝
を
含
む
。
破
砕
率
は

高
く
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ヘ
ナ
タ
リ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
・
ニ
枚
貝
を
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は

高
い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
士
磨
。

枯
質
シ
ル
ト
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

粘
質
シ
ル
ト
層
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
く
、
炭
化
物
を
少
量
含
む
砂
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

鉄
分
の
沈
着
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
砂
質
シ
ル
ト
の
混
貝

t

層
。
鉄
分
の
沈
着
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
非
常
に
高
い
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝

土
層

上
器
片

2

土
器
片
1

土
器
片
1

石
斧
破
片
1

耀
石
剥
片
1
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オ
リ
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プ
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（
邸
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黒

色

（

店

Y

%）

灰

色

(
1
0
Y
%
4
)

ォ
リ
ー
プ
黒
色
（
註

Y

%）

黒 黒

灰）{̀ 

オ
リ
ー
プ
黒
色
(
5
Y
%
“
)

色

(
1
0
Y
R
%）

黒

R
 

色

(
5
Y

黒

褐

色

(
5
Y
R
%）

黒

5

R

A

 

色

(
1
Y
2

黒

褐

色

(
5
Y
R
%）

黒

褐

色

（

邸

Y
%
4
)

黒

褐

黒

褐

黒

褐

色
（
店

Y
R
%）

色
（
邸

Y
R
%）

色

(
1
0
Y
R
%）

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
く
、
一
部
加
熱
を
受
け
た
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
を
含

む
。
炭
化
物
は
比
較
的
多
い
。
砂
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

G
1
7
1
2
区
で
は
検
出
で
き
ず
。

粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
を
少
量
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
は

多
く
、
灰
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
。
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
を
多
く
含
み
、
他
に
ハ
マ
グ
リ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
貝
の
量
は
少
な
い
。

炭
化
物
・
灰
を
比
較
的
多
く
含
む
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
貝
は
加
熱
を
う
け
て
い
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
少
量
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

部
分
的
に
分
の
沈
着
が
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
の
細
片
・
小
巻
貝
・
ニ
枚
貝
を
少
量
含
む
。
貝
の
量
は
非
常
に
少
な
い
。
炭
化
物
は
多
く
、

灰
も
含
む
砂
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
鉄
分
の
う
す
い
沈
着
が
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
加
熱
さ
れ
た
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
二
枚
貝
・
小
巻
貝
も
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は

高
い
。
炭
化
物
を
少
量
含
む
砂
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
鉄
分
の
う
す
い
沈
着
が
み
ら
れ
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
を
少
量
含
む
。
貝
は
破
砕
率
が
高
く
、
量
も
少
な

い
。
炭
化
物
を
含
む
混
貝
土
層
゜

破
砕
率
が
高
い
マ
ガ
キ
の
細
片
を
少
量
含
む
。
炭
化
物
は
か
な
り
多
い
。
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
が
、
破
砕
率
が
高
く
、
細
片
を
少
量
含
む
の
み
で
あ
る
。
炭
化
物
を
少
量
含

む
混
貝
土
層
で
、
部
分
的
に
鉄
分
が
沈
着
す
る
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
が
、
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
少
量
含
む
混
貝
土
層
、
鉄
分
の
沈
着
が
み

ら
れ
る
。

シ
ル
ト
土
層

シ
ル
ト
土
層
、
き
わ
め
て
薄
い
。

貝
の
絶
対
量
は
少
な
く
、
土
層
に
近
い
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
の
高
い
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
は
高
く
、
岸
化
物
を
少
量
含
む
。
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
が
、
量
は
多
い
。
炭
化
物
を
少
量
含
み
、
鉄
分
の
沈

着
を
ご
く
一
部
に
認
め
ら
れ
る
。
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
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市
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お
け
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色

(
1
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Y
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灰

黄
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色
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1
0
Y
R
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灰

黄

褐

色

(
l
o
y
R
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褐

色

(
1
0
Y
R
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黒

褐

色

黒

褐

色

明
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灰

色

五

Y
R
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黒

褐

色

黒

褐

色

(
1
0
Y
R
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黒

褐

色

に
ぶ
い
褐
色
（
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y
R
%）

褐

色
（
誌

y
R
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黒

褐

黒

褐

色色

＾ ^  10 10 
YR YR 

％） 
％） 

刻
目
突
帯
文
上

石
片
ー

黒
耀
石
片
ー

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
二
枚
貝
を
含
む
。
貝
は
破
砕
率
か
高
い
が
、
一
部
の
ハ
マ
刻
目
突
帯
土
器

グ
リ
・
マ
ガ
キ
に
完
形
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
炭
化
物
を
含
む
枯
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
片
ー

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
含
む
混
貝
土
層
゜

マ
カ
キ
を
じ
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
一
枚
貝
を
わ
ず
か
に
含
む
。
破
砕
率
は
高
く
、
貝
の
旦
は

少
な
い
。
焼
土
・
炭
化
物
を
非
常
に
多
く
含
み
、
貝
は
加
熱
を
受
け
て
い
る
。
混
貝
土
層
と
い
う
よ

り
焼
土
層
と
し
っ
た
感
じ
を
う
け
る
。

化

物

を

含

む

粘

質

シ

ル

ト

層

。

鉄

分

の

沈

着

か

わ

ず

か

に

み

ら

れ

る

。

耀

石

片

ー

マ
ガ
キ
の
は
か
に
ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
の
小
巻
貝
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
は
高
く
、
炭
化

物
を
多
く
含
む
が
、
焼
上
は
少
な
い
。
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
い
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
゜

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
破
砕
が
著
し
い
。
焼
土
・
炭
化
物
を
含
む
砂

質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
鉄
分
の
沈
着
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

G
1
9
ー
C
区
で
は
X
a
1
9
1
2
8

.
3
3
.
4
0
も
含
め
て
と
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
破
砕
率
は
高
い
。
粘
質
ン
ル
ト
の
混
貝
土
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
。
灰
か
ほ
と
ん
ど
て
貝
は
少
な
い
。
粘
質
シ
ル
ト
質

の
混
貝
灰
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
の
破
砕
率
は
高
い
混
貝
土
層
゜

ヘ
ナ
タ
リ
・
ウ
ミ
ニ
ナ
・
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
小
巻
貝
を
主
体
と
す
る
。
小
さ
な
炭
化
物
を
多
く
含
む

枯
質
シ
ル
ト
の
混
士
貝
層
゜

破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
が
、
元
形
こ
近
い
ハ
マ
グ
リ
な
ど
を
含
む
。
貝
の
量
は
少
な

い
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。
鉄
分
の
沈
着
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
中
に
、
完
形
に
近
い
ハ
マ
グ
リ
・
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
を
含
む
。

貝
は
あ
ま
り
含
ま
れ
ず
、
炭
化
物
・
焼
土
か
ら
な
る
焼
土
プ
ロ
ッ
ク
に
近
い
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
破
砕
率
は
高
い
。
炭
化
物
を
含
む
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

粘
質
、
ソ
ル
ト
層

マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
。
貝
は
粉
々
に
破
砕
し
、
加
熱
を
受
け
て
い
る
。
粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層

焼
士
・
炭
化
物
を
含
む
。

G
1
9
l
C
区
で
は
、

X
a
I
9
1
3
4
.
4
1
も
一
緒
に
と
り
あ
げ
て
し
ま
っ

こ。t
 
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
貝
は
破
砕
率
は
高
く
、
粉
々
と
な
っ
て
い
る
。
炭
化
物
を
含
む
混
貝
士
層
。

マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
、
ヘ
ナ
タ
リ
な
ど
の
小
巻
貝
を
わ
ず
か
に
含
む
。
貝
の
破
砕
率
は
や
や
高
い
。

粘
質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
。

土
器
片

1

土
器
片
4
・
打

製
石
斧
ー

土
器
片
1

刻
目
突
帯
文
十

器
甕
片
ー
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XI
層 ぶ

1
8層〉

G
ー

8
|
c
区
を
中
心
と
す
る
挟
い
範
囲
に
ひ
ろ
が
る
薄
い
貝
層
で
あ
る
。
鉄
分
が
沈
着
し
て
暗
赤
褐
色

S
極
暗
赤
褐

色
を
呈
す
る
。
十
五
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し
た
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
を
若
干
含
む
。

〈
ふ
ー
9
層〉

G
1
8
I
d
区
を
中
心
と
し
て
北
東
に
む
か
っ
て
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
っ
て
堆
積
し
た
黒
色

S
黒
褐
色
の
シ
ル
ト
＼
粘

質
シ
ル
ト
の
混
貝
土
層
で
あ
る
。
七
十
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し
た
。
破
砕
率
の
高
い
マ
ガ
キ
を
主
体
と
し
た
も
の
が

多
い
が
、
兄

1
9
1
1
3
.
3
6
.
4
4層
な
ど
は
マ
ガ
キ
な
ど
貝
の
完
形
率
が
高
い
。
ま
た
、
知
ー

9
1
1
9
.
2
8層
は
焼
士

を
多
く
含
み
、

'
|
9
1
1
4層
は
灰
を
多
く
含
み
、
貝
は
加
熱
を
う
け
て
い
る
（
第
4
表
・
第
15¥17図）。

応
1
1
0層〉

F
1
8ー

c
.
d区、

G
1
8
|
c
区
お
よ
び

F
ー

7
区
北
壁
で
検
出
さ
れ
た
暗
褐
色
＼
黒
褐
色
の
粘
質
シ
ル
ト
の
混

貝
土
層
で
あ
る
。
二
十
五
枚
の
堆
積
単
位
を
検
出
し
た
。
マ
ガ
キ
を
主
体
と
す
る
が
破
砕
率
が
高
く
、
貝
の
混
入
も
ま

ば
ら
で
あ
る
。
炭
化
物
・
灰
・
焼
土
の
ま
じ
る
も
の
が
多
い
。
二
十
五
枚
の
堆
積
単
位
は
北
西
に
流
れ
る
も
の
と
西
へ

緩
や
か
に
傾
斜
す
る
も
の
の
二
群
が
あ
り
、
本
来
南
北
二
群
に
分
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

XI
層
…
…
焼
士
・
炭
化
物
・
灰
な
ど
を
多
く
含
む
粘
質
シ
ル
ト
層
で
、
五
枚
の
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
層
の

IXI
層
と
ほ
ぼ
菫
複

し
て
堆
積
す
る
が
、

H
I
5
.
6区
の
堆
積
は
ま
ば
ら
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
い
ず
れ
も
Xl
層
下
面
で
多
く
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、

G
ー

6
区
で
は
炭
化
米
が
出
土
し
た
（
図
版
5
1
3
)
。

調
査
の
貝
層

(
V
I
I
.
l
X
|
a
層
）
下
に
あ
ら
わ
れ
た
「
黒
褐
色
土
層
」
下
半
部
の
「
夜
臼
式
土
器
単
純
層
」
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る。

F
.
G
1
6区
で
は
部
分
的
に
薄
い
砂
層
が
プ
ロ
ッ
ク
状
に
混
人
し
、

G
1
6
.
7区
付
近
に
は
鉄
分
が
沈
着
し
た
部
分
が
認
め
ら

や
砕
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

一
九
六
六
年
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基
と
上
墳
四
を
検
出
し
た
。

一
号
甕
棺
墓
（
図
版
6
1
1
)

C
|
8
.
9区
で
一
号
土
壊
維
と
切
り
合
っ
て
い
る
。
墓
壊
の
検
出
面
は
VI
層
上
面
で
あ
る
が
、
甕
棺
上
半
部
は
か
な
り
削
平
を
う
け

て
い
る
た
め
に
上
棺
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
棺
内
に
落
ち
込
ん
だ
破
片
に
は
別
個
体
の
も
の
が
み
ら
れ
ず
、
単
棺
式
の
甕
棺

墓
と
考
え
る
。
甕
棺
は

N
|
8
9
0
|
E
の
主
軸
方
位
を
と
っ
て
埋
置
さ
れ
て
い
た
。
棺
内
よ
り
老
年
女
性
の
人
骨
か
棺
底
に
落
ち
込
ん
た
状

態
で
検
出
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
中
期
末
の
立
岩
式
甕
棺
で
あ
る
。

一
号
土
壊
墓
（
図
版
6
1
2
)

四
八
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
長
方
形
を
呈
す
る
。

t
軸
方
位
は

N
|
8
3
0
|
W
で
、
墓
壊
底
は
西
か
ら
東
へ
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
、
そ
の
傾
斜
に

あ
わ
せ
熟
年
女
性
の
人
骨
を
仰
臥
屈
葬
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
骨
の
頭
部
に
肩
部
以
上
を
打
欠
い
た
壺
を
か
ぶ
せ
て
お
り
、
甕
棺
墓
に
埋

葬
す
る
と
同
じ
よ
う
な
意
識
で
埋
葬
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
成
人
用
大
形
甕
棺
墓
の
分
布
す
る
北
部
九
州
で
も
周
縁
部
に
お
け
る
甕

B
.
C
|
8
.
9区
で
甕
棺
募
（
一
号
甕
棺
墓
）

無
遺
物
層
で
、
粘
性
の
強
い
枯
質
、
ソ
ル
ト
層
で
あ
る
。

B
¥
G
区
で
は
青
み
を
お
び
た
オ
リ
ー
プ
黒
色

(
7
Y
%
)
、
H
¥
Q
で
は
暗
褐

色

(10YR%
）
＼
賠
オ
リ
ー
プ
褐
色
（
益
Y
%
）
を
呈
し
、
下
部
て
は
オ
リ
ー
ブ
灰
色

(
1
0
Y
%
）
を
呈
す
る
。

B
¥
E
I
4
¥
7区
で
は
北

西
に
む
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し

B
1
6区
で
急
に
落
ち
込
む
。

B
.
C
|
8区
て
は
北
北
東
に
む
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、

G
I
7

¥10区
で
は
東
へ
む
か
っ
て
次
第
に
落
ち
て
い
き
、
昭
和
四
十
一
年
の
調
査
品
録
で
は

G
|
1
1区
付
近
で
急
激
に
落
ち
て
い
く
。

③

B
.
C
|
8
.
9区
と

K
I
7
.
8区
の
埋
葬
遺
構
と
土
壊

xn層

.
t塙
雄
(
-
り
土
壊
墓
）
各
一
基
と
、

K
I
7
.
8区
で
士
壊
雄
（
二
号
土
壊
募
）
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k
|
7
.
8区
の
土
壊
群

K
I
7
.
8区
で
は

IIII2層
除
去
し
た
際
、
上
壊
か
四
個
切
り
合
っ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
東
側
の
七
壊
一
個
を
完
掘
し
た
か
、

弥
生
時
代
前
期
上
器
片
・
県
耀
石
の
剥
片
や
砕
片
を
出
上
し
た
。
他
の
上
壊
ぱ
、
時
間
的
制
約
の
た
め
に
平
面
プ
ラ
ン
を
記
録
す
る
の
に

と
ど
め
た
。

以
上
、
発
掘
調
位
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
。
出
士
遺
物
の
う
ち
上
器
と
石
器
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
別
稿
で
、
横
山
浩
一

郎
・
下
條
信
行
の
各
氏
が
報
告
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
が
、
各
層
か
ら
黒
耀
石
の
剥
石
や
砕
石
が
多
量
に
出
士
し
て
い
る
。

の
が
多
く
、

五
、
貝
塚
の
形
成
と
貝
層
の
構
造

こ
の
よ
う
に
、
黒
耀
石
か
多
量
に
出

t
す
る
の
は
、
北
部
九
州
地
方
で
は
刻
目
突
帯
文
土
器
の
段
階
か
ら
弥
生
時
代
期
の
遺
跡
て
一
般
的

に
み
ら
れ
る
現
象
て
あ
る
。
ま
た
、
黒
耀
石
で
つ
く
ら
れ
た
石
器
に
は
定
型
化
さ
れ
て
い
な
い
剥
片
石
器
が
特
に
多
い
．
た
と
え
ば
、
今

回
の
謁
査
で
は

X
層
か
ら
彫
器
二
、
石
核
三
十
九
、
剥
片
九
卜
六
、
原
石
四
、
砕
片
十
点
が
出

t
し
て
い
る
。
剥
片
は
自
然
面
を
残
す
も

そ
の
う
ち
四
卜
点
に
は
使
用
痕
か
み
ら
れ
る
。
原
石
は
四
＼
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
Y
バ
ニ
ー
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
歴
さ
一
＼

ら
弥
生
時
代
中
期
士
器
の
破
片
が
出
上
し
て
い
る
。

棺
葬
の
変
形
葬
法
で
あ
ろ
う
。
人
骨
の
左
脇
腹
付
近
か
ら
緑
灰
色
の
硬
玉
製
勾
玉
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
弥
生
時
代
中
期
後
葉
ー
末
に

比
定
で
き
る
。

二
号
土
壊
墓
（
図
版
6
1
3
)

K
I
8
.
9区
で

m
1
2層
を
除
去
し
た
際
に
墓
壊
を
検
出
し
た
。
墓
壊
は
長
さ
ニ
・
六
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
二

・
O
0
メ
ー
ト
ル
を
は

か
り
、
隅
丸
長
方
形
を
呈
す
る
。
主
軸
方
位
は

Nー

770IE
で
あ
る
。
墓
壊
底
は
皿
状
と
な
り
、
熟
年
女
性
の
人
骨
が
仰
臥
屈
葬
で
葬
ら

れ
て
い
た
。
左
足

F
よ
り
打
製
石
鏃
面
が
、
腕
か
ら
胸
の
付
近
に
か
け
て
ガ
ラ
ス
小
玉
多
数
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
墓
壊
内
の
埋

t
か

唐
津
巾
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査
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セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
形
の
原
石
か
ら
剥
離
し
た
剥
片
中
か
ら
剥
片
石
器
の
素
材
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
さ
・
形

の
も
の
を
撰
択
し
て
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
橘
昌
信
氏
は
、
こ
う
し
た
剥
片
に
み
ら
れ
る
剥
離
技
術
を
西
北
九
州
の
縄
文
時
代
後

期
に
盛
行
す
る
「
鈴
桶
型
剥
片
剥
離
技
術
」
に
対
比
さ
せ
て
、
「
十
郎
川
型
剥
片
剥
離
技
術
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
他
の
遺
物
、
と
く

に
自
然
遺
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
調
査
の
中
間
的
な
ま
と
め
と
し
て
貝
塚
の
形
成
過
程
と
貝
層

の
構
造
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
今
回
の
調
査
成
果
と
、

一
九
六
六
年
の
調
査
時
に
つ
く
ら
れ
た
貝
塚
周
辺
の
柱
状
土
層
図

(
P
o
c
k
e
t
1
¥
7
、
以
下
P
l
¥
P
lと

略
す
る
。
）
に
よ
り
、
貝
塚
凋
辺
の
微
地
形
を
あ
る
程
度
復
元
で
き
る
。

XII
層
は
貝
塚
が
形
成
さ
れ
る
刻
目
突
幣
文
士
器
段
階
か
ら
弥
生
時

代
前
期
の
基
盤
と
な
る
土
層
で
あ
る
。
こ
の

xn層
に
対
応
す
る
粘
質
シ
ル
ト
層
は
、

群
付
近
で
は
標
高
七
・

メ
ー
ト
ル
で
検
出
さ
れ
、
次
第
に
低
く
な
り
、

E
.
p
A烈
虹
で
急
激
に
落
ち
込
む
、

Pj
で
は
標
高
五

・
O
0
メ
ー
ト
ル
で
も
検

出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
調
査
て
も
、

xn層
は
南
か
ら
北
へ
緩
や
か
に
低
く
な
り
、

B
|
6
区
付
近
で
急
激
に
落
ち
込
む
。
西
か
ら
東

へ
も
若
干
の
凹
凸
面
を
な
す
が
、
全
体
と
し
て
東
へ
緩
や
か
に
傾
斜
し
、

G
1
1
1区
付
近
で
急
激
に
落
ち
て
い
く
。
ま
た
、
刻
目
突
帯
文

土
器
の
段
階
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
堆
積
す
る

I
V
I
1
S
3層
の
泥
炭
層
は
、

6
.
8区
と

G
I
9区
以
東
で
検
出
さ
れ
、
北
側
と
東
側
へ
次
第
に
厚
く
堆
積
す
る
。
貝
塚
の
西
北
の
長
崎
山
を
挟
ん
で
二
又
状
に
は
い

り
こ
ん
だ
谷
部
で
は
、
一
九
七
：
―

S
七
八
年
の
圃
場
整
備
に
と
も
な
う
試
掘
調
査
で
厚
さ
五
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
泥
炭
層
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
貝
塚
の
北
側
は
深
い
谷
と
な
っ
て
い
る
。

I
V
I
l
¥
3層
中
に
は
非
常
に
薄
い
砂
層
か
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
含
ま
れ
、
流
木
か
出
土
し
、

ヨ
シ
・
ア
シ
が
折
り
甫
っ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
、

I
V
|
4層
は
水
に
よ
っ
て
削
ら
れ
再
堆
積
し
た
状
況
を
示
す
こ
と
か
ら
貝
塚
が
形
成
さ

れ
た
当
時
は
、
周
囲
は
潟
あ
る
い
は
沼
状
の
湿
地
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
か
弥
牛
時
代
中
期

S
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
、
次
第
に
宇
木

五
・

一
九
六
六
年
に
は

E
S
P
i
で
今
回
の
調
査
で
も

B
¥
D
_

I
_
1
2区
付
近
の
凡
で
は

一
九
五
七
・
六
六
・
六
七
年
に
調
査
さ
れ
た
甕
棺
墓
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以
上
の
よ
う
な
貝
塚
の
形
成
過
程
が
考
え
ら
れ
る
が
、
各
層
位
の
概
要
で
部
分
的
に
ふ
れ
た
が
、

IXi.Xi
層
内
の
各
貝
層
は
、
さ
ら
に

細
か
い
堆
積
単
位
の
集
合
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
堆
積
単
位
に
は
、

F
|
8
|
c
.
d
区
で
検
出
さ
れ
た
Xiー

2
|
2
7
.
3
2
.
3
8

こ。t
 

9
区
付
近
で
六
・
三
五
メ
ー
ト
ル
前
後
、
貝
層
の
北
端
の
B
ー

2
区
で
は
六
・
三

0
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
の
宇
木
川
の
河
床
底
と
そ
れ
ほ

ど
差
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
貝
層
の
大
半
は
水
の
中
に
廃
棄
さ
れ
堆
積
し
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

X
e
|
4
.
5
.
6
.

8
層
に
鉄
分
の
沈
着
が
著
し
い
こ
と
も
説
明
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
湿
地
の
中
で

B
S
Eー

6
区
と
く
ら
ぺ
、

B
¥
E
1
8区
で
は

xn層

の
検
出
面
は
十
＼
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
、
潟
あ
る
い
は
沼
状
の
湿
地
の
中
に
、

G
S
H
|
7
S
9区
付
近
か
ら
北
側
の

B
S

E
1
7
S
9区
に
か
け
て
、
南
北
に
細
長
い
高
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
刻
目
突
帯
文
土
器
単
純
期
の
貝
層

(IXe.Xe
層
）
は
、
こ

の
高
ま
り
上
に
南
か
ら
北
へ
と
堆
積
が
す
す
む
。

貝
層
の
南
側
に
は
遺
物
包
含
層

(IXl.XI
層
）
が
ひ
ろ
が
り
、
土
器
・
焼
土
・
灰
・
貝
・
炭
化
物
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に

IXi
層
で
は
、

J
.
Kー

5
.
6区
で
は
土
器
が
、

J
.
k
|
6
.
7
日
で
は
炭
化
物
が
、

J
.
Kー

7
.
8区
で
は
灰
・
焼
土
・
貝
が
検

出
し
て
い
る
。
土
器
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
て
お
り
、
焼
土
・
灰
・
貝
は
プ
ロ
ッ
ク
状
に
堆
積
し
て
い
る
。

IXl
層
は
、

IXc
層
の
廃
棄
・
堆
積
が
す
す
む
の
と
併
行
し
て
、
何
ら
か
の
生
活
面
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

層
が
堆
積
す
る
OVII
層
は

B
S
Gー

7
¥
9区
に
廃
棄
・
堆
積
す
る
刻
目
突
帯
文
土
器
単
純
期
の

IXe.Xe層
の
西
側
に
形
成
さ
れ
る
凹
地

に
西
北
に
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
堆
積
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
層
に
は
、
一
九
六
六
年
に
調
査
さ
れ
た
刻
目
突
帯
文
土
器
か
ら
板
付
II
式
土

器
の
段
階
の
貝
層
で
あ
る
VI
層
が
堆
積
し
は
じ
め
る
。

Gー

4
S
6区、

F
1
7
.
8区
の
北
壁
面
で
は
、

IXe.Xe
層
の
貝
層
の
高
ま
り

の
中
央
、

F
.
G
|
7
.
8区
付
近
か
ら
、
西
へ
向
っ
て
緩
や
か
な
カ
ー
プ
を
描
き
な
が
ら
貝
層
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
観
察
で
き

唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
九
八
四
年
度
の
発
掘
調
査
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店
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
お
け
る
一
几
八
四
年
度
の
発
掘
調
査

廃
東
の
構
造
を
想
定
で
き
る
。

の
と
考
え
る
な
ら
ば
、

よ
う
な
状
品
で
堆
積
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

屈
な
と
の
よ
う
に
一

Inl当
り
の
廃
棄
単
位
と
考
え
ら
れ
る
貝
．
燒
上
・
灰
な
ど
の
プ
ロ
ッ
ク
状
の
塊
り
、
そ
れ
ら
が
破
砕
さ
れ
流
さ
れ
た

よ
う
な
堆
梢
を
小
す
単
位
、
貝
屑
間
に
挟
っ
た
プ
ロ
ノ
ク
状
の
上
層
な
ど
か
あ
る
。
ま
た
、
半
面
的
な
分
布
か
ら
み
る
と
、
ニ
ト
メ
ニ
十

セ
ン
チ
前
後
の
小
範
附
の
も
の
か
ら
、
一
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
範
囲
に
ひ
ろ
か
る
も
の
か
み
ら
れ
、
一
―

1

卜
＼
八
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
分
布
を
み

せ
る
も
の
か
多
い
。
そ
の
中
で
、
・
-
.
|
＼
八
ト
セ
ン
チ
以
卜
の
範
囲
に
ひ
ろ
が
る
堆
積
巾
位
は
、

ロ
ッ
ク
の
例
か
ら
、

ほ
ぼ
一
回
判
り
の
廃
東
単
位
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

t
L層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、

破
砕
午
・
旱
・
密
度
か
ら
、
そ
れ
ら
か
破
砕
さ
れ
流
さ
れ
た
堆
積
単
位
と
考
え
ら
れ
る
。

貝
竹
の
全
体
像
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
る

X
e
1
9咽
で
は
、
卜
面
の
堆
積
単
位
の
多
く
は
貝
は
破
砕
さ
れ
細
片
化
し
、
量
も
少
な
い
混

N�VÞ_S0Š0n^ÃgqSXOM0Lx4x�0U0ŒmA0U0Œ0f0�l40nN-0g �0nX�zM0L•20“0`0h€�0H0‹0j0‰0p0�

�X�a

一
定
時
間
貝
の
廃
棄
か
中
止
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

1
9層
の
上
に
の
る

X
a
1
8
.
x
a
I
4層
の
堆
積
が
は
じ
ま
る
ま
で
に
、

ら
に
、
貝
料
内
で
検
出
し
た
堆
禎
単
位
の
検
出
状
況
を
み
る
と
、
ふ

1
9
1
2
2
.
2
8
.
5
0層
な
ど
が
堆
積
す
る
ま
で
と
、
そ
れ
以
後
の
．

段
階
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

X
c
l
g
|
2
2
.
2
8
.
5
0層
が
形
成
さ
れ
る
以
前
は
各
堆
積
単
位
は
、
二
|
x
-
X
セ
ン
チ
前
後
も
の
か
ら

八
卜

x-
―
じ
＇
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
連
続
し
て
堆
積
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

X
i
|
9
|
2
2
.
2
8層
は
貝
の
破
砕
率
は

高
く
星
の

I
な
い
灰
・
焼
|
を
多
く
含
む
堆
積
単
位
で
、
部
分
的
に
、
北
西
側
に
流
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
で
検
出
さ
れ
、

X
e
1
9
1
5
0料

ぱ
粘
買
シ
ル
ト
の
卜
層
で
あ
り
、
廃
東
が
一
時
中
断
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
の
後
は
再
び
、
二
十
ゞ
六
ト
セ
ン
チ
ほ
と
の
大
き

さ
の
堆
積
巾
位
が
堆
積
し
、
最
後
に

x
|
9
1
1
0
.
1
2
.
1
7屑
な
ど
の
貝
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
堆
積
単
位
か
薄
く
広
い
範
囲
に
流
さ
れ
た

一
枚
の
貝
層
内
で
検
出
し
た
堆
積
単
位
を
一
種
の
廃
渠
単
位
あ
る
い
ぱ
そ
れ
が
変
形
し
た
も

―
枚
の
貝
料
内
の
廃
東
行
為
は
常
に
連
続
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
連
続
↓
中
断
↓
連
続
↓
中
止
と
い
っ
た

一
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
範
囲
に
ひ
ろ
か
る
堆
積
単
位
は
、
貝
の

F
|
8
1
c
.
d
区
で
検
出
し
た
貝
ブ
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